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序

最
近
に
お
け
る
農
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
や
道
路
・
住
宅
等
の
建
設
事
業
は
著
る
し
い
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
な
っ
て
遺
跡
の
破
壊
と
湾
滅
と
い
う
文
化

財
保
護
の
上
か
ら
憂
慮
す
べ
き
事
態
が
生
じ
て
い
包
の
で
あ
り
ま
す
が
、
関
係
各
機
関
の
協
力
に
よ
っ
て
遺
跡
の
破
壊
さ
れ
る
前
に
緊
急
調
査
を
実
施
す
る
と
い

う
事
例
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
乙
と
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

鳥
栖
市
に
河
内
防
災
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

乙
の
ダ
ム
へ
の
付
替
道
路
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
が
、
付
替
道
路
計
画
線
上
に
東
十
郎
古
墳
群
が
所
在

し
て
い
る
た
め
、
県
土
地
改
良
課
お
よ
び
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
協
力
援
助
を
え
て
、

道
路
建
設
以
前
に
と
の
古
墳
群
の
緊
急
調
査
を
実
施
す
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、

道
路
建
設
路
線
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と
、
個
々
の
古
墳
を
調
査
し
た
の
み
で
は
古
墳
群
の
性
格
を
究
明
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、

こ
の
古
墳
群
全
体
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
発
掘
調
査
は
、
県
と
鳥
栖
市
の
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
調
査
期
間
は
、

八
月
十
日
か
ら
十
月
十
五
日
ま
で
の
長
期
に
お
よ
び
、

乙
の
古
墳
群
地
帯
に
群

在
し
て
い
る
七
十
八
基
の
古
墳
の
調
査
を
完
了
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
多
数
に
お
よ
ぶ
古
墳
の
発
掘
調
査
を
県
、
市
教
育
委
員
会
が
直
接
担
当
し
て
実
施
し

た
こ
と
は
、

恐
ら
く
全
国
に
例
の
な
い
こ
と
で
あ
り
、
本
県
に
お
け
る
発
掘
調
査
に
一
劃
期
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ

の

発

掘

調

査

は
、
非
常
に
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
当
初
の
予
定
通
り
に
終
了
す
る
乙
と
が
で
き
た
の
は
、
調
査
担
当
者
の
努
力
は
も
と
よ
り
実
に
多
く
の
方
々
の
温
か

い
援
助
と
協
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

東
十
郎
古
墳
群
の
発
掘
調
査
の
報
告
書
を
刊
行
す
る
に
当
っ
て
、
本
書
を
こ
の
古
墳
群
発
掘
調
査
の
関
係
者
に
微
意
の
一
端
と
し
て
お
贈
り
す
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
本
県
に
お
け
る
古
墳
研
究
の
資
料
と
し
て
十
分
活
用
く
だ
さ
る
よ
う
希
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
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例

一
、
本
書
は
、
昭
和
四
十
年
に
実
施
し
た
鳥
栖
市
東
十
郎
古
墳
群
発
掘
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。

一
、
報
告
書
作
成
に
当
っ
て
は
、

九
州
大
学
文
学
部
鏡
山
猛
教
授
の
指
導
助
言
を
え
て
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財
係
長
木
下
之
治
調
査
主
任
が

執
筆
に
当
っ
た
。

一
、
地
図
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
も
の
以
外
に
、
鳥
栖
市
役
所
お
よ
び
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
よ
り
提
供
を
う
け
た
も
の
を
使
用
し
た
。

一
、
写
真
は
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財
係
安
本
雪
男
調
査
員
が
撮
影
し
た
も
の
を
主
と
し
て
使
用
し
た
。

一
、
古
墳
の
実
測
図
は
、

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
林
敬
二
郎
、
県
立
鳥
栖
工
業
高
等
学
校
教
諭
松
隈
嵩
お
よ
び
大
隈
悟
、
県
教
育
委
員

会
文
化
財
係
安
本
雪
男
お
よ
び
木
下
之
治
の
諸
氏
が
作
成
し
た
も
の
を
、
木
下
調
査
主
任
が
一
部
補
正
し
使
用
し
た
。

一
、
遺
物
の
実
測
図
は
、

九
州
大
学
文
学
部
考
古
学
教
室
小
田
富
士
雄
、
宮
小
路
賀
宏
、
石
松
好
雄
の
三
氏
が
作
成
し
た
も
の
を
使
用
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

一
、
古
墳
の
分
布
図
は
、
鹿
島
市
東
部
中
学
校
中
村
勲
教
諭
が
主
と
し
て
作
成
し
、

一
部
県
教
育
委
員
会
文
化
財
係
安
本
雪
男
お
よ
び
牟
田
口

英
治
の
両
調
査
員
が
補
充
し
た
も
の
を
使
用
し
た
。
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一
、
調

査

の

経

過

鳥
栖
市
に
河
内
防
災
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
ダ
ム
へ
の
付
替
道
路
が
計
画
さ
れ
た
が
、
付
替
道
路
計
画
路
線
上
に
多
く
の

古
墳
が
点
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
県
教
育
委
員
会
が
知
っ
た
の
は
昭
和
三
八
年
八
月
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
二
月
二
六
日
、
県
社
会
教

育
課
文
佑
財
係
安
本
主
事
は
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
や
鳥
栖
市
役
所
企
画
課
の
係
員
お
よ
び
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
中
村
輝
治
氏
と
と
も
に

現
地
を
調
査
し
、
道
路
計
画
路
線
に
十
数
基
の
破
壊
古
墳
が
杏
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
の
古
墳
が
佐
賀
県
遺
跡
台

帳
「
鳥
栖
市
・
三
養
基
郡
の
部
、
古
墳
時
代
の
第
八
九
号
J
第
九
三
号
」
の
遺
跡
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
三
九
年
.
一
月
一
六

目
、
木
下
は
現
地
の
状
態
を
視
察
。
三
九
年
五
月
二
五
日
、
県
社
会
教
育
課
の
古
賀
課
長
お
よ
び
安
本
主
事
は
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
岩
橋
係

長
、
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
中
村
氏
と
と
も
に
現
地
を
視
察
し
、
関
係
者
と
協
議
し
た
。

乙
え
て
四

O
年
三
月
九
日
、
県
社
会
教
育
課
の
古
賀

課
長
、
園
田
庶
務
係
長
・
安
本
主
事
は
、
県
文
佑
館
の
佐
々
木
氏
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
の
権
藤
教
育
長
、

河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
相
川
所

長
な
ど
と
と
も
に
、
現
地
を
詳
し
く
踏
査
し
、
道
路
建
設
予
定
路
線
に
約
二

O
基
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
鳥
栖
市
教
育
委

員
会
お
よ
び
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
関
係
者
と
、
古
墳
保
護
の
た
め
の
道
路
計
画
の
設
計
変
更
・
古
墳
発
掘
調
査
の
実
施
計
画
等
の
具
体
的

問
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
ダ
ム
建
設
事
務
所
に
お
い
て
は
、
古
墳
保
護
の
た
め
に
道
路
建
設
計
画
の
設
計
変
更
を
慎
重
に
検
討
し
た
が
、
設

計
変
更
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し
た
旨
、
県
社
会
教
育
課
に
連
絡
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

五
月
二
十
八
日
と
二
十
九
日
の
両
日
、
県
社
会
教
育
課
の
西
原
課
長
補
佐
・
園
田
庶
務
係
長
・
木
下
の
三
名
は
、
鳥
栖
市
教
育
委

員
会
の
長
係
長
お
よ
び
松
隈
氏
、
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
中
村
氏
と
と
も
に
、
道
路
計
画
路
線
を
踏
査
し
て
、
所
在
す
る
古
墳
数
・
古
墳
の

規
模
と
現
状
・
調
査
の
た
め
伐
採
す
る
必
要
の
あ
る
樹
木
数
等
を
記
録
し
、
六
四
基
の
古
墳
を
確
認
し
て
乙
れ
に
番
号
杭
を
立
て
る
と
と
も



に
、
発
掘
調
査
に
必
要
な
人
員
・
日
数
お
よ
び
経
費
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
六
月
十
八
日
、
県
社
会
教
育
課
、
県
土
地
改
良
課
お
よ
び

河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
各
関
係
者
が
、
古
墳
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
の
主
催
者
・
調
査
団
の
構
成
・
調
査
の
期
日
・
調
査
万
法
・
調
査
に
要

す
る
経
費
等
の
全
般
に
わ
た
っ
て
最
終
的
な
協
議
ぞ
行
な
っ
た
。
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
が
、

土
地
所
有
者
の
発
掘
調
査
承
諾
・
調
査
員
の
宿
泊

所
等
の
交
渉
に
当
り
、
古
墳
調
査
の
た
め
の
経
費
は
、
河
内
ダ
ム
建
設
工
事
費
の
中
に
計
上
し
支
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
鳥
栖
市
教
育
委

員
会
が
さ
ら
に
経
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。発

掘
調
査
は
、
佐
賀
県
と
鳥
栖
市
の
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
決
定

鍬入れ式(於、調査第 4区)

し
、
四

O
年
八
月
九
日
発
掘
調
査
予
定
地
の
現
地
に
お
い
て
、
県
教
育
委
員
会
久
米
教
育

長
を
は
じ
め
関
係
職
員
、
鳥
栖
市
教
育
委
員
会
高
島
教
育
委
員
長
・
権
藤
教
育
長
他
職

員
、
鳥
栖
市
原
助
役
、
鳥
栖
市
議
会
議
長
代
理
、

河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
相
川
所
長
他
職

員
、
土
地
所
有
者
小
林
大
吉
氏
・
権
藤
喜
代
次
氏
他
、
鳥
栖
市
河
内
区
長
・
神
辺
区
長
お

よ
ぴ
神
辺
町
上
の
車
組
長
、
報
導
機
関
そ
の
他
関
係
者
が
参
集
し
て
、
鍬
入
れ
式
が
挙
行

ゃ
i
w
F
1
u
'
』

O

:
オ
7

(第

一
図
)

翌
八
月
一

O
日
か
ら
発
掘
調
査
は
開
始
さ
れ
、

一
O
月
一
五
日
に
完
了
し
た
が
、

こ
の

期
間
中
調
査
員
は
、
鳥
栖
市
神
辺
町
上
の
車
佐
藤
和
七
氏
宅
お
よ
び
上
の
車
公
民
館
を
借

第 1図

用
し
て
宿
舎
と
し
た
。

(
第
二
図
)

調
査
地
区
を
第
一
区
か
ら
第
七
区
お
よ
び
特
別
区
の
八
区
に
分
け
、
第
一
一
区
か
ら
発
掘

調
査
を
開
始
し
、
第
二
区
・
第
三
区
・
第
四
区
・
第
五
区
・
第
六
区
・
特
別
区
の
順
序
で



の
顕
著
な
比
較
的
規
模
の
大
き
い
古
墳
は
、

調査員宿舎(;J~官2222)
進
め
、
第
七
区
を
最
後
に
終
了
し
た
。
(
第
八
図
)
こ
の
古
墳
群
を
通
る
付
替
道
路
の
路
線

が
、
最
終
的
に
は
決
定
し
て
い
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
古
墳
の
発
掘
調
査
は
一
応
道

路
建
設
と
は
切
り
離
し
て
、
当
地
に
築
成
さ
れ
て
い
る
古
墳
と
そ
の
文
化
を
究
明
す
る
と

い
う
立
場
に
立
っ
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
個
々
の
古
墳
の
調
査
で
な

く
、
群
と
し
て
の
調
査
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
主
眼
と
し
、

そ
の
地
区
内
に
あ
る
古
墳
は

完
全
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
ど
も
一
基
も
残
さ
ず
調
査
し
た
結
果
、
調
査
し
た

古
墳
は
七
八
基
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
特
別
区
を
設
け
た
の
は
、

乙
の
調
査
地
区
は
他
の

地
区
と
異
な
り
、
道
路
計
画
か
ら
除
か
れ
て
い
て
、
破
壊
さ
れ
る
お
そ
れ
も
少
な
い
た

め

こ
の
地
区
に
所
在
す
る
古
墳
の
中
、
三
基
を
対
象
と
し
他
は
調
査
の
対
象
か
ら
除
外

第 2図

し
た
と
い
う
特
殊
の
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

七
八
基
の
古
墳
は
、
す
べ
て
盗
掘
に
あ
っ
た
り
石
室
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状

で
あ
っ
て

(
第
一
表
)
、
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

と
く
に
封
土

す
べ
て
盗
掘
口
が
残
っ
て
い
て
、
盗
掘
墳
で
あ
る
乙
と
を
物
語
っ
て
お
り
、
玄
室
の
敷
石
の
下
ま

そ
こ
で
、
玄
室
は
流
入
し
て
い
る
土
砂
を
取
り
除
い
て
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
程
度
に
と
ど

で
撹
乱
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
っ
た
。

め
、
羨
道
部
の
発
掘
と
調
査
に
主
力
を
注
い
だ
。

玄
室
や
羨
道
の
天
井
石
が
落
下
し
て
い
る
古
墳
が
多
く
、

乙
の
天
井
石
の
取
り
除
き
に
は
二
台
の
チ
ェ
ー
ン
ブ
ル
グ
を
使
用
し
た
が
、
非
常

に
難
作
業
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
羨
道
に
は
天
井
石
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
古
墳
が
多
い
た
め
、
排
土
の
量
が
意
外
に
多
か
っ
た
が
、
地
形
は
勾



四

配
が
比
較
的
急
で
あ
り
、

し
か
も
檎
や
杉
の
幼
木
を
植
林
し
て
あ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
た
め
、
排
土
の
置
き
場
所
が
な
く
苦
慮
し
た
。
封
土

の
内
部
構
造
も
調
査
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
排
土
の
置
き
場
が
な
か
っ
た
た
め
、
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

発
掘
終
了
後
、
遺
物
の
整
理
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
発
掘
実
施
者
が
行
政
官
庁
で
あ
る
関
係
上
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
遺
物
の

整
理
も
調
査
と
平
行
し
て
実
施
す
る
万
針
を
決
め
、

そ
の
日
の
作
業
を
終
っ
て
宿
舎
に
着
く
と
、
全
員
で
直
ち
に
出
土
遺
物
の
水
洗
い
を
行
な

ぃ
、
夕
食
後
は
記
録
作
成
者
以
外
は
す
べ
て
遺
物
の
分
類
と
接
合
作
業
に
従
事
し
た
。
発
掘
作
業
が
進
捗
し
て
出
土
遺
物
が
増
加
し
、
石
膏
に

よ
る
土
器
の
復
原
作
業
も
行
な
う
よ
う
に
な
る
と
、
夜
間
作
業
は
一
段
と
多
忙
に
な
り
、
調
査
員
の
就
床
時
間
は
零
時
半
と
な
り
、
後
に
は
二

時
半
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
調
査
期
間
中
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
発
掘
作
業
は
予
定
通
り
進
捗
し
て
、

九
月
二
四
日
に
終
了
し
た
。

し
か

も
、
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所
が
作
成
し
た
「
五

O
O
分
の
一
」
地
形
測
量
図
を
使
用
す
る
乙
と
が
で
き
た
の
で
、

地
形
測
量
の
必
要
が
な
く
、

九
月
二
五
日
か
ら
は
一
部
の
古
墳
の
実
測
と
土
器
接
合
を
中
心
と
す
る
遺
物
の
整
理
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
問
、

八
月
二
二
日
午
後
、
地
元
の
神
辺
町
公
民
館
で
聞
か
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
に
木
下
が
出
席
し
て
、
東
十
郎
古
墳
群
調
査
に
つ
い
て
講

話
し
、
九
月
二
八
日
に
は
、
県
内
の
市
町
村
文
化
財
担
当
者
会
を
乙
の
発
掘
地
で
開
き
、
調
査
し
た
古
墳
お
よ
び
出
土
遺
物
の
参
観
を
行
な
っ

た
。
九
月
二
九
日
地
元
の
神
辺
町
公
民
館
で
出
土
品
の
展
示
会
を
開
催
し
、

一
O
月
一
一
日
か
ら
一
四
日
ま
で
鳥
栖
市
民
会
館
で
出
土
遺
物
の

展
示
会
を
行
な
い
、

一
三
日
に
鳥
栖
市
内
教
職
員
に
東
十
郎
古
墳
群
発
掘
調
査
に
つ
い
て
の
講
話
を
木
下
が
行
な
っ
た
。

一
O
月
一
五
日
、
東
十
郎
古
墳
群
調
査
団
は
解
散
し
、
調
査
員
は
全
員
現
地
を
去
っ
た
。
出
土
遺
物
は
一
応
県
文
化
財
収
蔵
庫
に
保
管
す
る

こ
と
に
し
た
が
、

一
一
月
に
は
佐
賀
大
学
の
文
化
祭
に
そ
の
一
部
を
出
品
し
、

一
二
月
に
は
県
庁
内
で
三
日
間
に
わ
た
っ
て
出
土
品
の
展
示
会

を
開
催
し
た
。

r園、

註

記
〕
①

と
の
古
墳
群
の
発
掘
調
査
に
当
っ
て
、
周
辺
の
古
墳
分
布
も
調
査
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
余
裕
が
な
く
、
後
日
を
期
す
乙
と
に
し
た
。



昭
和
四

O
年
五
月
二
八
日
付
土
第
一
二
九
六
号
を
も
っ
て
、
県
農
林
部
長
か
ら
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
に
、
「
河
内
防
災
ダ
ム
事
業
付
替
道
路
施
工
に

と
も
な
う
古
墳
の
調
査
に
つ
い
て
」
依
頼
が
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
四

O
年
六
月
一

O
日
付
佐
教
委
社
第
五
二
六
号
を
も
っ
て
、
文
化
財
保
護
委

員
会
事
務
局
長
あ
て
、
「
埋
蔵
文
化
財
の
発
銅
に
つ
い
て
」
届
出
を
し
た
。
昭
和
四

O
年
六
月
二
三
日
付
地
文
記
第
八
四
四
号
を
も
っ
て
、
文
化
財
保
護
委

員
会
事
務
局
長
か
ら
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
に
、
「
届
出
の
あ
っ
た
古
墳
の
発
掘
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
保
護
法
の
趣
旨
を
尊
重
さ
れ
、
慎
重
に
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
通
知
が
あ
っ
た
。

一
O
月
六
日
、
鳥
栖
警
察
署
へ
連
絡
を
と
り
、
現
地
に
係
官
の
派
遣
を
依
頼
し
て
、
出
土
遺
物
の
遺
失
物
法
に
よ
る
引
継
の
事
務
を
行
な
い
、
後
白
書
類
を

も
っ
て
正
式
に
警
察
へ
の
手
続
を
す
ま
し
た
。
昭
和
田

O
年
一
二
月
一
日
付
佐
教
委
社
第
一

O
六
七
号
を
も
っ
て
、
県
教
育
委
員
会
教
育
長
よ
り
文
化
財
保

護
委
員
会
事
務
局
長
あ
て
に
、
鳥
栖
警
察
署
長
か
ら
の
埋
蔵
文
化
財
提
出
書
・
埋
蔵
文
化
財
保
管
証
・
発
掘
調
査
報
告
書
・
参
考
添
付
資
料
を
送
付
し
て
東

十
郎
古
墳
群
の
発
掘
調
査
の
報
告
を
行
な
っ
た
。

③ ③ 

員

〔

束

十

郎

古

墳

群

発

掘

調

査

委

員

会

〕

委総同渉開同発
掘
調
査
指
導
者

同発

掘

担

当

者

向悶同同同同同

括長

県
教
育
委
員
会
教
育
長

県
教
育
庁
社
教
育
課
長

鳥
栖
市
教
育
委
員
会
教
育
長

県
教
育
庁
社
会
教
育
課
長
補
佐

県
教
育
庁
社
会
教
育
課
庶
務
係
長

鳥
栖
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長

県
文
化
財
専
門
委
員
九
大
教
授

県
文
化
財
専
門
委
員
神
埼
高
校
教
諭

県
教
育
庁
社
会
教
育
課
文
化
財
係
長

県
教
育
庁
社
会
教
育
課
文
化
財
係

県
教
育
庁
社
会
教
育
課
文
化
財
係

県
教
育
庁
社
会
教
育
課
庶
務
係

鳥
栖
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

県
文
化
館
学
芸
課

佐
城
教
育
事
務
所
社
会
教
育
主
事

東
松
浦
教
育
事
務
所
社
会
教
育
主
事

外
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②①  

岡

県

遺

跡

調

査

員

千
代
田
東
部
小
教
諭

岡

県

遺

跡

調

査

員

佐
賀
北
高
教
諭

岡

県

遺

跡

調

査

員

唐
津
一
中
教
諭

同

県

遺

跡

調

査

員

大
町
中
教
諭

同

県

遺

跡

調

査

員

鹿

島

東

部

中

教

諭

同

鳥

栖

高
等
学
校
教
諭

同

鳥

栖

工

業

高

等

学

校

教

諭

〔

発

掘

調

査

協

力

者

〕

県
農
林
部
土
地
改
良
課
、
河
内
ダ
ム
建
設
事
務
所

発
掘
調
査
関
係

県

教

育

庁

社

会

教

育

課

糸

山

忠

義

・

松

本

一

次

佐

賀

市

教

育

委

員

会

社

会

教

育

課

宮

崎

昌

治

・

木

原

佐

賀

市

城

西

中

学

校

尾

形

徳

之

・

三

浦

紀

二

郎

鎮

西

町

名

護

屋

小

学

校

堀

川

義

英

鹿

島

市

鹿

島

町

西

牟

田

江

頭

平

八

佐

賀

大

学

学

生

吉

村

勝

彦

・

内

田

洋

一

郎

・

荒

原

因

昭

二

・

沢

野

兵

五

・

最

武

富

幸

恵

関

口

勝

次

・

古

川

利

正

・

田

中

舟

木

寿

・

立

石

信

行

他

職
員
並
に
生
徒

② 

立
命
館
大
学
生

学
習
院
大
学
学
生

鳥
栖
高
等
学
校
生
徒

佐
賀
市
城
西
中
学
校

写
真
撮
影
関
係

県
教
育
庁
社
会
教
育
課

古
墳
実
測
関
係

鳥
栖
工
業
高
等
学
校

九
州
大
学
考
古
学
教
室

遺
物
実
測
関
係

新

二悟
郎

野

和
・
乗

中

田

安

之

① 

大
林

隈

⑤ 

逸所木

夫輝優

松小中川河木原政
・
堂

士
山
・
堀

次

隈林村内児下口

正哲

田免

尋
・
山

男
・
奥

億肇勲治司巧男村口

敏

幸
・
平

弘
・
亀

ー」一ー
ノ¥

井増

義道

久博



③ 

九
州
大
学
考
古
学
教
室

遺
物
接
合
関
係

多
久
市
東
部
中
学
校

宿
泊
関
係

鳥
栢
市
神
辺
町
上
の
車
部
落

鳥

栖

市

神

辺

町

上

の

車

佐

雑
務
関
係

県
教
育
庁
社
会
教
育
課

鳥
栖
市
教
育
委
員
会

鳥
栖
市
神
辺
町
上
の
車

労
務
関
係

鳥
栖
市

井井

富
士
雄
・
宮
小
路

宏
-
石

松

賀

好

雄

田

尾

形

主国

自日

⑦ 

藤

和

七

③ 

下

糸

山

朝

子

・

山

東

田

福

男

佐

藤

タ

キ

子

、

佐

幸

子

勝

藤

江

③ 

シ
ヅ
ヨ
・
石

次

男

・

大

タ
ツ
エ
・
権

善
次
郎
・
宮

フ
サ
コ
・
梁

勇
・
石

普勝

梁篠

ハ
ル
ヨ
・
権

斗

一

・

原

藤

崎藤

塚井

マ
ス
エ
・
仲
恒

文

男

・

松

本藤

信一

井原

⑬ 

土
地
所
有
者

鳥
栖
市
神
辺
町

τtご
仁3

中本

永中佐権

藤

喜

代

次

・

権

藤

巌

・

磯

官
同
一
一
ム
ハ

吉

区

野藤

兼

夫
・
権

市
・
成

富藤

秀政

雄人

神石

井

マ

ス

エ

・

小

辺

区

大

⑬ 

鳥
栖
市
代
官
町

鳥
栖
市
、
水
吉
町

慰
問
参
観
者

前
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
長
古
賀
秀
男
、
国
立
阿
蘇
青
年
の
家
山
下
達
雄
、
三
神
教
育
事
務
所
、
県
土
木
部
管
理
課
山
田
四
郎
、
佐
賀
市
城
西
中
学

校
、
鳥
栖
市
麓
中
学
校
教
諭
古
賀
将
、
鳥
栖
商
工
会
、
鳥
柄
市
曽
根
崎
松
永
定
雄
、
佐
賀
市
辻
の
堂
伊
東
百
一
の
各
氏
か
ら
は
調
査
聞
に
対
し
て
激

励
の
こ
と
ば
と
共
に
慰
問
の
品
々
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
鳥
栖
市
議
会
文
教
委
員
お
よ
び
鳥
栖
市
教
育
委
員
、
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
小
学
校
教
諭

な
ど
の
参
観
が
あ
っ
た
。

一七
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形

と

環

境

こ
の
東
十
郎
古
墳
群
は
、
鳥
栖
市
神
辺
町
東
十
郎
か
ら
鳥
栖
市
柚
比
町
森
塚
に
ま
た
が
る
相
当
広
範
囲
の
地
域
に
群
在
し
て
い
る

一
連
の
古

墳
群
で
あ
っ
て
、
国
鉄
鳥
栖
駅
の
西
北
万
直
線
距
離
で
約
四
粁
の
と
こ
ろ
に
所
在
し
て
い
る
。

峡
谷
を
形
成
し
て
、
東
南
万
へ
流
れ
る
大
木
川
の
ほ
と
り
に
は
、
階
段
状
の
水
田
が
川
に
そ
う
て
帯
状
に
開
け
て
お
り
、

ま
た
、

こ
の
川
に

沿
っ
て
上
流
に
あ
る
河
内
町
へ
の
道
路
が
通
じ
て
い
る
。
西
万
は
、
脊
振
山
系
へ
連
な
り
、
東
万
は
、
僅
か
一
粁
余
り
で
大
木
川
の
造
成
す
る

神
辺
町
の
扇
状
地
と
な
り
、

そ
の
先
は
広
大
な
筑
紫
平
野
へ
連
な
っ
て
い
る
。

こ
の
大
木
川
の
北
側
は
、
花
岡
岩
の
露
出
す
る
標
高
約
三
一
二
米
余
り
の
杓
子
ケ
峰
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
頂
上
か
ら
南
斜
面
に
か
け
て
多

く
の
古
墳
が
散
在
し
て
い
て
、

一
大
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る
。
東
十
郎
古
墳
群
も
こ
の
杓
子
ケ
峰
古
墳
群
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、

杓
子
ケ
峰
の
南
斜
面
標
高
二
一

O
米
か
ら
一
九

O
米
、
東
西
約
五
三

O
米
の
聞
に
わ
た
っ
て
群
在
し
て
い
る
。
杓
子
ケ
峰
か
ら
大
木
川
に
向
か

っ
て
多
く
の
小
渓
谷
を
生
じ
、

そ
の
小
渓
谷
聞
は
比
較
的
に
勾
配
の
急
な
舌
状
丘
陵
と
な
っ
て
南
下
し
て
い
る
が
、

こ
の
舌
状
丘
陵
に
古
墳
は

築
成
さ
れ
て
お
り
、
調
査
を
実
施
し
た
東
十
郎
古
墳
群
は
、
六
丘
陵
に
わ
た
っ
て
築
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
群
は
、
杉
や
檎

の
植
林
地
ま
た
は
雑
木
林
の
中
に
あ
っ
て
、
植
林
作
業
そ
の
他
盗
掘
等
の
た
め
に
そ
の
破
損
の
度
が
著
る
し
い
。

こ
の
古
墳
群
の
西
万
に
は
、
古
墳
の
在
在
が
明
ら
か
で
な
く
、

一
応
こ
の
古
墳
群
が
こ
の
地
域
に
お
け
る
西
限
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る

が
、
北
側
は
、
杓
子
ケ
峰
の
頂
上
ま
で
、
諸
処
に
古
墳
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。
東
側
は
、

こ
の
古
墳
群
に
続
い
て
、

こ
の
正
陵
が
国
鉄
鹿
児

島
本
線
に
接
近
し
て
平
地
に
没
す
る
と
こ
ろ
ま
で
古
墳
が
分
布
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
古
墳
群
と
大
木
川
を
挟
ん
で
相
対
す
る
南
側

の
丘
陵
地
に
も
、
今
に
十
三
塚
の
地
名
を
残
す
数
基
の
古
墳
を
始
め
相
当
数
残
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

そ
の
分
布
は
明
ら
か
で
な
く
、
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こ
の
杓
子
ケ
峰
南
斜
面
の
よ
う
に
密
度
が
大
き
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。
古
老
の
言
に
よ
れ
ば
、
上
の
車
の
水
田
中
か
ら
も
昭
和
三
年
に
破
壊
古
墳
と
遺
物

①
 

が
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
昭
和
一
八
年
頃
上
の
車
の
道
路
工
事
の
際
も
一
基
の
古
墳

が
破
壊
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
の
他
古
墳
の
破
壊
煙
滅
し
た
も
の
に
つ

束十郎古墳群所在地全景

い
て
は
幾
っ
か
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
現
在
の
宅
地
や
畑
ま
た
は
水
田

か
つ
て
は
相
当
数
の
も
の
が
築
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
地

地
帯
に
ま
で
、

区
の
古
墳
の
密
度
が
相
当
に
大
き
か
っ
た
乙
と
が
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
古
墳
群
の
東
方
や
や
南
寄
り
二
粁
五
余
り
の
所
に
は
、
装
飾
古
墳
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
史
跡
指
定
の
田
代
太
田
古
墳
を
始
め
、
円
筒
埴
輪
や
象
形
埴
輪
を
出
土
し
て

い
る
岡
寺
前
方
後
円
墳
や
庚
申
堂
塚
前
方
後
円
墳
が
所
在
し
て
お
り
、
更
に
そ
の
東
方

に
は
剣
塚
前
万
後
円
墳
も
存
在
し
て
い
る

(
第
三
図
)
。

乙
の
東
十
郎
古
墳
群
の
所
在
す
る
付
近
一
帯
に
は
、
須
恵
器
窯
跡
の
発
見
さ
れ
た
の

ま
た
、
大
木
川
下
流
の
神
辺
町
門
前
付
近
ま
で
含
め
て
当
時
の
住
居
跡
ら
し

①
 

い
も
の
の
発
見
さ
れ
た
乙
と
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
現
在
、
上
の
車
橋
を
こ
し
た
谷
あ

③
 

い
に
も
人
家
が
営
ま
れ
て
い
る
が
、
当
地
万
の
元
禄
年
閣
の
絵
図
面
を
見
る
と
、
江
戸

は
な
く
、

時
代
の
中
期
頃
ま
で
は
、

乙
の
橋
を
こ
し
た
谷
あ
い
に
は
二
戸
の
人
家
も
な
か
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
元
禄
年
閣
を
遥
か
に
さ
か
の
ぼ
る
東
十
郎
古
墳
群
の
築
成
さ
れ



た
頃
に
は
、

こ
の
古
墳
群
の
近
く
に
は
恐
ら
く
人
家
は
な
く
、

こ
の
古
墳
群
を

築
成
し
た
人
々
の
豪
落
は
大
木
川
の
扇
状
地
付
近
よ
り
下
流
に
営
ま
れ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

乙
の
地
万
は
、
か
つ
て
は
基
鼎
郡
に
属
し
て
い
た
。
肥
前
国
風
土
記
に
よ
れ

lま

「
基
嬉
郡
、
郷
陸
所
、

里
十
七
、
駅
壱
所
小
路
」
と
あ
り
、
郷
六
所
の
中

姫
社
郷
の
一
所
を
挙
げ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

し
か
し
、
和
名
抄
に
は
、
姫
杜

-
山
田
・
基
鼎
・
川
上
・
長
谷
の
五
郷
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
姫
社
は
今
の
姫

万
、
基
揮
は
木
山
口
付
近
に
推
定
さ
れ
、
他
の
三
郷
に
つ
い
て
は
異
論
が
多

い
。
駅
壱
所
は
、
基
緯
郷
で
あ
る
木
山
口
付
近
、

ま
た
、
風
土
記
の
巻
頭
に
あ

る
城
壱
所
は
基
鼎
城
で
あ
ろ
う
。
基
鼎
郡
の
条
に
あ
る
長
岡
神
社
は
、
永
吉
の

①
 

永
世
神
社
に
、
酒
殿
泉
は
重
田
の
西
に
あ
る
細
長
い
池
に
批
定
さ
れ
て
い
る
。

基
鼎
郡
の
南
西
は
、
養
父
郡
と
な
り
、
鳥
楼

・
日
理

・
狭
山
・

養
父
の
四
郷

が
あ
り
、

蜂
壱
所
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
爆
は
朝
日
山
に
お
か
れ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
鉄
鳥
栖
駅
を
中
心
に
し
て
、
条
里
制
の
遺
構
が

脊
し
て
い
る
乙
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
北
万
に
は
式
内
社
と
し
て
著
名
な
荒
穂

神
社
が
鎮
座
し
て
い
る

(
第
七
図
)
。

乙
の
東
十
郎
古
墳
群
は
、
基
隷
駅
か
ら
南
下
す
る
古
代
官
道
の
西
方
至
近
に
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四

位
置
し
て
お
り
、

し
か
も
、
北
・
東
・
南
の
三
万
に
は
古
代
の
遺
構
が
多
く
脊
在
し
て
い
る
。

こ
の
古
墳
群
の
と
こ
ろ
を
流
下
す
る
大
木
川
が

造
成
し
た
扇
状
地
に
あ
る
神
辺
付
近
に
も
す
で
に
古
代
緊
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
推
定
さ
れ
る
し
、

基
購
郡
の
中
、

基
鐸
と
姫
社
の
二

郷
を
除
い
た
他
の
山
田
・
川
上
・
長
谷
な
ど
の
郷
の
い
ず
れ
か
が
該
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
で
な
い
。

①③~) 

上
の
車
公
民
館
の
北
側
に
あ
る
水
田
の
地
下
げ
作
業
を
昭
和
三
年
に
佐
藤
氏
が
実
施
さ
れ
た
際
、
古
墳
の
破
壊
さ
れ
た
一
部
が
発
見
さ
れ
た
。

古
墳
は
、
横
穴
式
石
主
で
、
鉄
製
太
刀
二
口
・
馬
具
の
他
須
古
川
器
が
荒
箱
一
箱
分
出
土
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
遺
物
は
現
在
太
万
二
口
が
保
管
さ
れ
て

い
る
の
み
で
あ
る
。

そ
の
他
、
上
の
車
部
落
で
は
、
大
正
の
終
り
頃
に
古
墳
の
石
を
売
却
し
て
一
基
を
破
壊
し
、
昭
和
一
八
年
頃
の
道
路
工
事
の
際
一
基
が
破
壊
さ
れ
た

と
い
わ
れ
、
と
も
に
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
た
と
い
う
。

八
月
二
二
日
、
神
辺
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
老
人
ク
ラ
フ
の
席
上
に
お
け
る
間
取
り
の
結
果
に
よ
る
。

神
辺
町
区
長
宮
原
佐
一
郎
氏
が
保
管
し
て
い
ら
れ
る
。

松
尾
禎
作
著
、
「
改
訂
肥
前
風
土
記
の
研
究
」
に
よ
る
。

〔
註
〕
①

一一一、
遺

跡

←) 

古

墳

の

概

要

標
高
三
二
一
米
余
り
の
杓
子
ケ
峰
の
南
斜
面
に
築
成
さ
れ
て
い
る
古
墳
群
で
あ
っ
て
、
杓
子
ケ
峰
か
ら
南
下
す
る
舌
状
の
六
つ
の
小
正
陵
に

分
布
し
て
い
る
。
標
高
二
一

O
米
か
ら
一
九

O
米
の
間
に
あ
っ
て
、

そ
の
範
囲
は
東
西
五
三

O
米
に
及
ん
で
い
る
。
東
か
ら
特
別
区
・
第
六
区

第
一
四
区
お
よ
び
第
五
区
・
第
七
区
・
第
一
区
お
よ
び
第
二
区
・
第
三
区
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
調
査
の
進
行
順
に
調
査
区
を
設
定
し
た
た

め
で
あ
る
。



第
一
区
は
、
南
へ
深
く
突
き
出
た
正
陵
の
端
に
位
置
し
て
い
て
、
北
側
は
ゆ
る
や
か
に
尾
根
が
続
い
て
い
る
が
、
三
万
は
急
勾
配
の
斜
面
と

な
っ
て
い
る
。

乙
の
地
区
は
三

O
年
近
く
経
っ
た
檎
林
で
あ
っ
て
、

八
基
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
る
。
尾
根
の
中
央
が
鞍
部
と
な
っ
て
い
て
、

南
北
が
台
地
状
を
呈
し
て
お
り
、

こ
の
二
つ
の
台
地
を
結
ぶ
南
北
の
中
心
線
お
よ
び
そ
の
西
側
に
は
古
墳
の
寄
在
が
認
め
ら
れ
ず
、
す
べ
て
中

心
線
よ
り
東
側
に
築
成
さ
れ
て
い
る

(
第
九
図
)
。
古
墳
の
築
成
に
最
も
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
南
北
の
台
地
に
存
在
し
て
い
な
い
の
が
不

可
解
で
あ
る
た
め
、

乙
の
両
台
地
の
中
心
部
に
そ
れ
ぞ
れ
ト
レ
ン
チ
を
入
れ
て
調
査
し
た
結
査
、
南
台
地
の
第
一
ト
レ

ν
チ
内
か
ら
土
師
器
の

小
破
片
一
筒
が
出
土
し
た
が
、
遺
構
ら
し
い
も
の
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

第
一
区
の
と
こ
ろ
の
正
陵
が
北
に
ゆ
る
や
か
に
続
き
、
東
南
万
へ
更
に
一
つ
の
丘
陵
を
派
生
し
て
い
る
が
、

こ
こ
が
第
二
区
で
あ
っ
て
、

一
基
の
古
墳
が
寄
在
し
て
い
る

(
第
一

O
図
)
。

一
号
と
二
号
の
二
基
は
、
第
一
区
か
ら
続
い
て
い
る
櫓
林
の
中
に
あ
る
が
、
東
南
部
に
位
置

し
て
い
る
三
・
四
・
五
・
六
号
の
四
基
は
、
雑
木
林
中
に
あ
り
、
西
北
部
に
位
置
し
て
い
る
六
基
は
一

O
年
余
り
経
っ
て
い
る
檎
林
の
中
、
他

は
七
号
が
櫓
林
中
に
あ
る
以
外
雑
草
と
檎
の
幼
木
と
が
混
在
し
て
い
る
と
乙
ろ
に
あ
る
。

こ
の
地
区
で
最
高
所
に
位
置
し
て
い
る
一
六
号
の
と

こ
ろ
は
、
概
し
て
よ
く
眺
望
が
開
け
て
い
て
、
杓
子
ケ
峰
の
頂
上
付
近
を
仰
ぎ
、

ま
た
、
谷
底
に
聞
け
て
い
る
水
田
の
一
部
も
僻
敵
す
る
乙
と

が
で
き
る
。

第
二
区
お
よ
び
第
一
区
と
小
渓
流
が
南
下
す
る
谷
を
距
て
て
西
の
丘
陵
に
位
置
し
て
い
る
の
が
、
第
三
区
で
あ
っ
て

(
第
一
一
図
)
、

乙
の

古
墳
群
の
西
限
と
な
っ
て
い
る
。
標
高
一
四
五
米
余
り
の
と
こ
ろ
か
ら
一
九

O
米
余
り
の
と
乙
ろ
ま
で
、
南
北
に
連
な
っ
て
い
る
七
基
の
古
墳

で
あ
っ
て
、
南
の
県
道
か
ら
山
頂
に
向
か
っ
て
通
じ
て
い
る
小
道
に
大
体
接
し
て
お
り
、
北
か
ら
南
下
す
る
尾
根
の
東
斜
面
に
築
成
さ
れ
て
い

る
。
南
に
位
置
す
る
二
基
は
、
三

O
年
生
余
り
の
櫓
林
の
中
、
最
高
所
に
位
置
す
る
一
基
が
二

O
年
生
余
り
の
檎
林
の
中
、
他
は
数
年
を
経
た

櫓
と
雑
草
の
混
在
し
て
い
る
中
に
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
地
区
は
、
勾
配
が
比
較
的
に
急
で
あ
り
、
丘
陵
の
幅
も
狭
く
、

し
か
も
神
辺
部
落

五
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か
ら
一
番
遠
距
離
の
所
に
位
置
し
て
い
て
、
古
墳
の
密
度
も
一
番
小
さ
い
。

し
か
し
、
南
麓
付
近
に
は
、

な
お
一
、

二
基
未
調
査
の
古
墳
が
存

在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
四
区
は
、

こ
の
古
墳
群
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
当
っ
て
い
て

(
第
一
二
図
)
、

一
六
基
の
古
墳
が
存
在
し
て
お
り
、

第
二
区
と
と
も
に
そ
の
密

度
が
大
で
あ
る
。
南
下
す
る
丘
陵
の
突
端
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
県
道
か
ら
一
番
近
い
場
所
に
あ
る
。
南
端
に
位
置
す
る
三
基
は
、
雑
木
林

中
に
あ
り
、
県
道
か
ら
通
じ
て
い
る
山
道
の
西
側
は
檎
と
杉
の
幼
木
と
雑
草
と
が
混
生
し
て
い
る
中
に
、
山
道
の
東
側
は
八
年
余
り
経
っ
た
檎

林
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。
第
四
区
の
西
側
に
も
丘
陵
が
一
つ
杏
在
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
は
古
墳
が
存
在
し
て
い
な
い
。

第
四
区
に
続
い
て
、

そ
の
北
側
の
高
所
に
位
置
し
て
い
る
の
が
第
五
区
で
、
六
基
の
古
墳
か
ら
成
っ
て
い
る
。
櫓
の
幼
木
と
雑
草
が
混
生
し

て
お
り
、
比
較
的
高
所
に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
眺
望
も
よ
く
き
く
。

こ
の
地
区
の
北
万
に
な
お
古
墳
が
築
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら

か
で
な
い
。

第
四
区
お
よ
び
第
五
区
と
比
較
的
に
大
き
な
谷
を
距
て
て
、

そ
の
東
側
の
丘
陵
に
位
置
し
て
い
る
の
が
、
第
六
区
で
あ
っ
て
、

一
O
基
の
古

墳
か
ら
成
っ
て
い
る
。

す
べ
て
雑
木
林
の
中
に
あ
っ
て
、
薄
暗
く
眺
望
は
全
く
き
か
な
い
。

乙
の
地
区
に
続
く
北
方
に
も
古
墳
が
な
お
築
成
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

第
二
区
と
第
五
区
の
聞
の
丘
陵
に
位
置
し
て
い
る
の
が
第
七
区
で
あ
っ
て
、

七
基
の
古
墳
か
ら
成
っ
て
お
り
、
特
別
区
と
と
も
に
県
道
か
ら

最
も
離
れ
た
不
便
な
場
所
に
あ
る
。
県
道
か
ら
北
上
し
て
い
る
山
道
に
接
し
て
お
り
、
南
万
に
位
置
す
る
四
基
が
雑
木
林
の
中
、

他
の
三
基
が
槍

林
の
中
に
あ
る
。
こ
の
古
墳
の
北
万
に
は
、
破
壊
さ
れ
た
古
墳
が
相
当
数
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
布
し
て
い
る
範
囲
や
数
は
明
ら
か
で
な
い
。

杓
子
ケ
峰
へ
の
登
山
道
を
挟
ん
で
、
第
六
区
の
東
側
に
位
置
し
て
い
る
の
が
、
特
別
区
で
あ
っ
て
、

こ
の
古
墳
群
の
東
限
を
な
し
て
い
る
。

雑
木
林
の
中
に
あ
る
三
基
を
調
査
し
た
が
、

乙
の
地
区
に
は
他
に
も
古
墳
が
寄
在
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。



第 8図束十郎古墳分布図
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八
区
七
八
基
の
古
墳
を
発
掘
調
査
し
た
が
、
封
土
の
明
ら
か
な
石
室
の
規
模
が
比
較
的
大
き
な
古
墳
は
、

①
 

す
べ
て
盗
掘
さ
れ
て
お
り
、
石
室

の
規
模
が
小
さ
い
古
墳
は
、
封
土
が
流
出
し
石
室
は
ほ
と
ん
ど
破
壊
さ
れ
、
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
皆
無
に
ひ
と
し
か
っ
た
。
中
に
は
石

室
の
石
材
が
ほ
と
ん
ど
持
ち
去
ら
れ
、
僅
か
に
敷
石
を
と
ど
め
て
い
る
の
み
の
も
の
も
あ
っ
た
が
、
羨
道
と
天
井
と
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
例
が

こ
の
調
査
地
区
が
一
部
を
除
い
て
、
檎
の
植
林
地
で
あ
る
た
め
に
、
植
林
作
業
に
よ
る
破
壊
も
一
部
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ

②
 

う
が
、
石
材
搬
出
に
よ
る
破
壊
が
相
当
数
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

多
か
っ
た
。

盗
掘
が
い
つ
行
わ
れ
た
か
明
ら
か
で
な
く
、
破
壊
口
や
石
室
内
の
土
砂
の
堆
積
状
態
な
ど
か
ら
見
て
、
相
当
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
ろ
う
。
第
六
区
一
号
墳
の
玄
室
内
の
堆
積
土
中
か
ら
江
戸
時
代
末
期
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
磁
器
碗
の
破
片
ニ
筒
体
分
と
宋
元
朝

頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
青
磁
片
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
盗
掘
の
時
期
を
考
え
る
上
か
ら
の
一
つ
の
参
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
盗
掘

は
す
べ
て
の
古
墳
が
一
時
期
に
行
わ
れ
た
の
で
な
い
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
乙
と
で
あ
り
、
第
六
区
七
号
墳
の
よ
う
に
竹
ベ
ラ
四
本
の
容
在

に
よ
っ
て
数
年
前
相
当
に
興
味
と
理
解
を
有
す
る
者
の
盗
掘
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
も
の
も
在
在
し
て
い
た
。

盗
掘
は
、

一
般
に
封
土
の
頂
上
付
近
を
掘
り
下
げ
て
、
玄
室
の
天
井
石
ま
た
は
天
井
石
に
接
す
る
壁
面
の
石
を
抜
き
去
る
か
、
羨
道
と
玄
室

の
境
か
ら
入
っ
て
い
る
例
が
多
い
が
、
中
に
は
第
三
区
七
号
墳
の
よ
う
に
羨
門
か
ら
入
っ
て
い
る
の
も
あ
る
。
玄
室
へ
の
侵
入
口
を
発
見
す
る

た
め
に
は
、
相
当
に
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ら
し
く
、
特
別
区
イ
号
墳
の
封
土
上
に
は
侵
入
口
の
ほ
か
に
、
相
当
に
長
く
て
深
い
試
掘
溝
の

跡
が
残
っ
て
い
る
。

第
一
区
八
基
の
中
、
封
土
の
顕
著
な
も
の
は
五
号
墳
と
八
号
墳
の
二
基
で
あ
り
、
石
室
は
単
室
の
み
で
そ
の
規
模
は
小
さ
い
。

一
号
墳
は
石

室
の
石
材
が
ほ
と
ん
ど
抜
き
去
ら
れ
て
い
て
破
壊
の
度
が
大
き
い
が
、

二
号
噴
・
四
号
墳
の
二
基
も
相
当
に
破
壊
さ
れ
て
い
て
、
天
井
石
は
欠

失
し
、
石
室
の
石
材
が
近
く
に
散
在
し
て
い
た
。
自
然
石
の
存
在
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
封
土
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
古
墳
も
石
材
の
散



在
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

第
二
区
二
一
基
の
古
墳
は
、
す
べ
て
単
室
の
石
室
で
あ
っ
て
、

こ
の
古
墳
群
中
で
最
も
規
模
の
小
さ
い
一
群
で
あ
る
。
石
室
の
大
き
さ

一
米

四
万
余
り
の
極
め
て
小
規
模
の
古
墳
も
存
在
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
石
室
の
破
壊
が
ひ
ど
く
、
大
部
分
の
古
墳
は
、
天
井
石
お
よ
び
側

石
の
一
部
が
欠
失
し
て
い
る
。

こ
の
地
区
の
古
墳
は
、
そ
の
規
模
が
小
さ

い
た
め
、
盗
掘
さ
れ
て
い

る
古
墳
は
乙
の
古
墳
群
中
で
最
も
少
な
い

が
、古
墳
の
石
材
が
小
さ
く
運
搬
に
便
利
な
た
め
石
取
り
に
よ
っ
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

第
三
区
の
七
基
は
、
す
べ
て
石
室
は
単
室
で
あ
る
が
、
石
室
の
規
模
は
概
し
て
大
き
く
封
土
も
ま
た
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
北
方
の
高
所

に
位
置
す
る
三
基
は
、
比
較
的
に
規
模
が
小
さ
い
。

規
模
の
大
き
い
一

-
六

・
七
号
墳
の
三
基
は
、
盗
掘
さ
れ
て

は
い

る
が
、
封
土
も
石
室
も

ほ
ぼ
完
全
に
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
。

ニ
号
墳
は
道
路
に
接
し
て
い
る
た
め
羨
道
の
片
側
は
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
道
路
敷
と
な
っ
て
お
り
、

-
四
号
墳
の
二
基
も
破
壊
の
度
が
相
当
に
大
き
い
。

第
四
区
一
六
基
の
中
に

は
副
室
の
あ
る
三
基
の
古
墳
を
含
ん
で
い

て
、

こ
の
古
墳
群
中
規
模
の
大
き
い

一
群
で
あ
る
。

副
室
を
有
す
る
四
号

墳
と
九
号
墳
は
、
封
土
も
顕
著
で
あ

っ
て
、
石
室
の
原
形
も
概
し
て
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
他
の
古
墳
は
、
破
壊
の
度
が
ひ
ど
く
、
特
に
一

-
五

・
一
四
号
墳
の
三
基
は
、
石
材
は
ほ
と
ん
ど
欠
失
し
、
僅
か
に
敷
石
や
封
土
な
ど
に
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
現
状
で
あ

る。

副
室
を
有
す
る
二
号
墳
と
三

・
一
六
号
墳
の
三
基
は、

天
井
石
の
一
部
が
落
下
も
し
く
は
欠
失
し
て
い
る
が
、
石
室
の
保
存
は
概
し
て
良

好
で
あ
る
。

こ
の
地
区
の
古
墳
は
、
封
土
が
比
較
的
に
顕
著
な
も
の
が
多
く
、
し
か
も
、
県
道
に
近
い
位
置
に
あ
る
た
め
、
す
べ
て
盗
掘
あ
る

い
は
破
壊
行
為
を
受
け
て

い
る
。

第
五
区
六
基
の
古
墳
は、

乙
の
古
墳
群
中
最
も
規
模
が
大
き
く
、
四
基
は
副
室
宇
佐
有
し
て
い
て
、
封
土
の
存
在
も
顕
著
で
あ
る
。

単
室
墳
の

中
の

一
基
で
あ
る
三
号
墳
は
、石
室
の
破
壊
の
度
が
ひ
ど
い
が
、
そ
の
規
模
も
小
さ
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
単
室
墳
で
あ
る
六
号
墳
を
除
き
、



他
は
す
べ
て
盗
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
副
室
墳
の
四
基
は
、
封
土
お
よ
び
石
室
と
も
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
区
の
最
高
所
に
位
置
し

て
い
石
四
号
墳
は
、
勾
配
の
ゆ
る
や
か
な
尾
根
の
中
央
で
最
も
眺
望
の
開
け
た
位
置
に
築
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
大
部
分
の
古
墳
の
封
土

が
低
斜
面
の
部
分
に
お
い
て
地
山
と
の
判
別
が
明
確
で
な
い
中
に
あ
っ
て
、
典
形
的
な
封
土
砂
』
形
成
し
て
お
り
、

ま
た
、
石
室
は
大
部
分
の
古

墳
が
南
北
の
万
向
を
と
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

東
西
の
方
向
を
と
っ
て
西
に
閉
口
し
て
い
る
の
も
異
例
で
あ
る
。

第
六
区
一

O
基
中
に
は
、
副
室
を
有
す
る
古
墳
三
基
が
含
ま
れ
て
い
て
、
規
模
が
比
較
的
に
大
き
い
グ
ル
ー
プ

の

一
つ
で
あ
る
が
、

O
号
墳
の
石
室
は
小
さ
く
、

二
号
墳
は
、

九
・

一

し
か
も
封
土
の
存
在
も
明
ら
か
で
な
い
。

そ
の
痕
跡
も
明
ら
か
で
な
い
程
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
五

-一

O
号
墳
の
二
基
も
羨
道
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
他
は
石
室
の
保
存
も
よ
く
、

二

・
五
・

六

・
八
・
九
・

一
O
号
墳
の
六
基
を
除
い
た

四
基
は
封
土
も
顕
著
で
あ
る。

五
・
一

O
号
墳
の
二
基
を
除
い
た
他
は
、
す
べ
て
盗
掘
さ
れ
て
い
る
。

第
七
区
七
基
に
は
、

二
基
の
副
室
古
墳
を
含
み
、
第
五
区
と
と
も
に
と
の
古
墳
群
で
は
最
も
規
模
の
大
き
い
地
区
で
あ
っ
て
、
封
土
も
顕
著

で
あ
る
。
す
べ
て
盗
掘
に
あ
っ
た
古
墳
で
あ
る
が
、
石
室
の
保
存
は
こ
の
古
墳
群
中
最
も
良
好
で
あ
る
。

特
別
区
三
基
の
中
に
は
、
二
基
の
副
室
墳
を
含
ん
で
い
て
、
南
方
に
位
置
し
て
い
る
八
号
墳
を
除
い
た
二
基
は
規
模
が
大
き
く
、
封
土
も
顕

著
で
あ
る
。
三
基
と
も
に
盗
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
石
室
の
保
寄
は
第
七
区
と
と
も
に
、
乙
の
古
墳
群
中
で
最
も
良
好
で
あ
る
。
中
央
に
位
置
し

て
い
る
イ
号
墳
は
、
尾
根
の
中
央
部
の
平
坦
な
場
所
に
築
成
さ
れ
て
い
て
、
第
五
区
四
号
墳
と
と
も
に
こ
の
古
墳
群
中
最
大
の
規
模
を
有
す
る

の
み
で
な
く
、
封
土
も
ま
た
典
形
的
な
構
造
を
形
成
し
て
お
り
、

乙
の
古
墳
群
中
屍
床
を
有
す
る
唯

一
の
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

〔
註
〕

①

凝
縮
に
あ
っ
て
い
な
い
古
墳
は
、
封
土
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
く
、
し
か
も
石
宅
の
規
模
が
小
さ
い
古
墳
に
限
ら
れ
て
い
る
。
次
肌捌
さ
れ
て
い
な
い
と

推
定
さ
れ
る
古
墳
は
、
七
八
抵
の
中
僅
か
次
の
一

三
基
に
す
ぎ
な
い
。

第
一
区
(
二
号

・七
号
)
、
第
二
区
(
二
号

・
五
号
・九
号
・
一
四
号

・
一七
日す

・
一
八
号
・二
O
口三

、
第
三
医
(
五
号
)
、
第
五
区
(
L

ハ
号
)

第
六
区
(
五
号

・
一
O
号
)

③

発
掘
調
査
に
来
て
い
た
人
夫
の
古
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
五
年
か
ら
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
古
墳
鮮
の
石
材
を
庭
凶
の
石
に
山収
用
す
る
た
め
搬

出
し
て
い
た
と
い
う
。
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封

土

こ
の
古
墳
群
七
八
基
の
中
、
封
土
の
明
ら
か
な
古
墳
は
円
墳
で
あ
り
、
封
土
の
明
ら
か
で
な
い
古
墳
も
そ
の
規
模
や
構
造
か
ら
見
て
、
す
ベ

て
円
墳
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
石
室
の
規
模
が
大
き
い
古
墳
は
、
石
室
の
保
存
も
良
好
で
あ
っ
て
、
封
土
の
存
在
も
顕
著
で
あ
る
が
、
小

石
室
墳
の
中
に
は
封
土
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
も
あ
る
。
大
部
分
の
古
墳
が
傾
斜
面
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
封
土
と
地
山
と
の
境
が

明
確
で
な
く
、
封
土
の
大
き
さ
の
測
定
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
封
土
の
高
さ
も
傾
斜
面
の
上
方
と
下
方
と
で
は
そ
の
差
が
著
る
し

い。

第

一
三
図
)

一
般
に
下
万
か
ら
見
た
場
合
は
、
封
土
は
相
当
に
高
い
よ
う
で
あ
る
が
、

上
方
か
ら
計
測
す
れ
ば
僅
か
の
比
高
が
認
め
ら
れ
る
に
す

ぎ
な
い
。

封
土
の
直
径
は
、
最
大
一
五
米
余
り
で
、

一
O
米
以
上
の
も
の
は
最
大
の
部
に
属
し
て
い
て
そ
の
数
は
非
常
に
少
な
く
、

七
米
前
後
の
も
の

が
そ
の
中
心
を
な
し
て
お
り
、
封
土
は
貧
弱
で
全
く
の
小
円
墳
群
で
あ
る
。
斜
面
の
上
方
か
ら
測
っ
た
封
土
の
高
さ
は
、

一
米
以
下
の
古
墳
が

大
部
分
で
あ
っ
て
、
三
米
以
上
の
も
の
二
基
、
二
米
以
上
の
も
の
一
基
の
三
基
の
特
例
は
存
す
る
が
、
高
さ
も
極
め
て
低
い
。

封
土
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
古
墳
が
、

一
五
基
の
多
数
に
お
よ
ん
で
お
り
、
他
に
完
全
に
破
壊
さ
れ
た
古
墳
一
基
が
あ
る
が
、
乙
の
封
土

が
明
ら
か
で
な
い
古
墳
は
、
小
石
室
墳
の
群
在
す
る
第
一
区
と
第
二
区
が
そ
の
大
部
分
を
し
め
て
い
る
。

(
第
二
表
)

こ
の
古
墳
群
は
斜
面
に

立
地
し
て
い
る
た
め
、
斜
面
を
切
り
下
げ
て
石
室
が
築
か
れ
て
い
て
、
半
地
下
式
の
構
造
を
と
っ
て
い
る
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
(
第
二
二
図
)

こ
の
古
墳
群
中
の
異
例
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
所
が
比
較
的
に
平
坦
な
と
こ
ろ
で
あ
る
こ

①
 

と
も
関
係
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
完
全
な
地
下
式
と
な
っ
て
い
る
。
玄
室
も
羨
道
も
と
も
に
現
地
表
下
に
埋
没
し
て
い
て
、
封
土
の
痕
跡
は

し
か
し
、
第
二
区
の
二
号
墳
と
一
二
号
墳
の
二
基
は
、

全
く
な
く
、
封
土
の
荏
在
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
箱
式
石
室
の
埋
置
法
に
近
い
感
じ
を
与
え
る
。

封
土
が
明
ら
か
で
な
い
古
墳
も
築
成
さ
れ
た
当
初
は
、

や
は
り
封
土
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、
流
出
や
石
室
の
破
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壊
等
に
よ
っ
て
次
第
に
仰
滅
し
て

い
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
石
室
は
破
損
し
て
も

一
応
存
在
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
封

土
が
完
全
に
滅
失
し
た
古
墳
が

一
五
基
の
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

ま
た
、
第
二
区
の

二
号
墳
と
一

二
号
墳
の
よ
う
に
当
初
か
ら
封
土
が
築
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
よ
う
な
古
墳
も
寄
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
封
土
の
判
明
し

て
い
る
古
墳
で
、

そ
の
規
模
が
最
も
小
さ
い
の
は
、
特
別
区
ハ
号
墳
の
直
径
三
米
四

O
糎
、
高
さ
一
六
糎
で
あ
り
、
次
が
第
三
区
五
号
墳
の
直

径
四
米
八

O
糎
で
あ
る
。
封
土
の
存
在
は
判
明
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
計
測
の
困
難
な
古
墳
の
数
は
非
常
に
多
い
が
、

そ
れ
ら
の
大
部
分

は
封
土
の
径
五
米
内
外
の
小
規
模
な
も
の
で
あ
る

こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
く
、
中
に
は
第
二
区
の
八
号
墳
や
九
号
墳
の
よ
う
に
径
二
米
を
乙
え

な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
存
在
し
て
い
る
の
で
、
封
土
の
存
在
が
明
ら
か
で
な
い
小
石
室
墳
の
封
土
も
、

恐
ら
く
乙
れ
ら
に
類
す
る
形
式
的

な
小
封
土
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
凶
滅
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
古
墳
群
中
に
は
、
象
形
埴
輪
や
円
筒
埴
輪
が
埋
置
さ
れ
て
い
る
の
は
一
基
も
な
く
、
ま
た
、
封
土
上
に
葺
石
が
お
か
れ
て
い
る
古
墳
も

①
 

認
め
ら
れ
な
い
。
羨
道
の
側
壁
に
続
い
て
封
上
の
端
近
く
を
列
石
が
め
ぐ
っ
て
い
る
の
が
あ
る
が

(
第
一
五
図
)
、

乙
の
列
石
の
調
査
は
不
十

分
で
あ
っ
た
の
で
、
事
例
は
も
っ
と
増
加
す
る
乙
と
が
予
想
さ
れ
る
。

一
般
に
小
規
模
の
古
墳
に
は
こ
の
列
石
の
脊
在
は
認
め
ら
れ
な
い
。
傾

斜
地
に
築
成
さ
れ
て
い

る
古
墳
の
羨
道
の
左
右
の
勾
配
が
異
な
っ

て
い

る
場
合
、
低
く
な
っ

て
い
る
側
の
羨
道
に
列
石
が
続
い
て
い
る
例
が
多

③
 

く
、
そ
の
列
石
は
封
土
全
体
を
め
ぐ
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
勾
配
の
急
な

一
部
分
の
み
に
配
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
こ

の
列
石
は
、
封
土
の
土
止
め
の
た
め
の
構
造
と
推
定
さ
れ
、

乙
の
古
墳
群
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
が
南
方
の
低
斜
面
に
向
か

っ
て
閉
口
し
て
い

る

た
め
、

こ
の
低
い
斜
面
に
位
置
す
る
羨
道
に
続
い
て
列
石
は
配
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
列
石
は
、
羨
門
に
そ
の
ま
ま
連
続
し

て
封
土
の
端
近
く
を
め
ぐ
っ
て
い
る
の
が
多
い
が
、
中
に
は
羨
道
の
中
途
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も
あ
り
、
第
五
区
四
号
墳
の
よ
う
に
封
土
を

二
重
に
め
ぐ
っ
て
い
る
特
殊
な
例
も
あ
る
。

乙
の
古
墳
は
、
尾
根
の
中
央
の
比
較
的
平
坦
な
と
こ
ろ
に
築
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、

乙
の
特
殊
な
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立
地
条
件
に
も
よ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
別
区
の
イ
号
墳
の

よ
う
に
封
土
端
に
円
筒
埴
輪
の
埋
置
を
思
わ
せ
る

よ
う
に
須
恵
器
の
輩
を
配
置
し
て

い
る
例
も
見
ら
れ
る。

〔
註
〕
①

第
二
区
の
ニ
サ
墳
は
、
玄
?
互
の
天
井宇治
の
所
で
地
表
下
問

O
桝
余
り、

小一夜道
の
端
近

く
で
地
表
下
約
六

O
師削
で
あ
っ

て
、
淡
泊
の
床
川
ま
で
の
泌
さ
は

一
米ムハ

O
制
余
り

で
あ
る
。
第
二
区
の

一
二
山
勺
墳
は
、
玄
主
の
亡人
川

.F

仰
は
引
地
表
に
似
し
て
お
り
、

談

道
の
側
舵
は
地
表
下
約
一

C
料
の
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
化
体
耐
は

一
米
J
八

O
例
の
泌

さ
の
と
乙
ろ
に
あ
る。

と
も
に
、
羨
門
前
の
断
出
は
、

向
然
の
卜
.
M
周
で
あ
っ

て
、
地

山
を
深
く
掘
り
下
げ
て
築
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る。

ζ

の
列
石
は、

名
古
屋
山
守
山
区
東
神
苛
第

一
号
境
お
よ
び
第
二
り
墳
に
も
存
布
し

て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

(
昭
和
凹

O
年
三
月、

愛
知
県
教
育
委
員
会
発

行
、
東
名
高
速
道
路
関
係
遺
跡
第
一

次
第
二
次
制
死
概
娘
。
)

封
土
に
列
石
の
あ
る
古
墳

① ① ;;|:i|三1;;1三li

Fト!右lij
J121F1ii liliji 

そ

の

他

同tr'. 

/し

七



J¥ 

な
お
、
特
別
区
イ
号
に
は
、
羨
門
か
ら

一
米
ムハ
O
倒
雌
れ
た
封
土
の
端
近
く
、
玄
室
に
向
か
っ
て
左
側
に
、
約
一

O
筒
余
り
の
須
恵
探
曜
日
が
五
米
日

O
腕
の
長

さ
に
わ
た
っ
て

一
列
に
埋
川
さ
れ
て
い
た
。

亡三j

石

室

破
壊
の
た
め
石
室
の
構
造
が
明
ら
か
で
な
い
五
基
を
除
く
と
、
他
は
横
穴
式
石
主
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、

こ
の
古
墳
群
の
内
部
主
体
は

す
べ
て
横
穴
式
石
室
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
も
あ
や
ま
り
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
石
室
の
主
軸
は
、

ほ
と
ん
ど
南
北
の
万
向
を
と
っ

し
か
し
、
南
北
と
い
っ
て
も
大
体
の
万
向
で
あ
っ
て
、

て
い
る
が
、
こ
れ
は
立
地
し
て
い
る
丘
陵
が
南
北
の
万
向
を
指
向
し
て
い
る
の
に
一
致
し
て
お
り
、
羨
門
は
低
下
す
る
南
万
へ
閉
口
し
て
い
ろ
。

ま
た
、
南
北
の
万
向
を
と
ら
な
い
例
外
的
な
古
墳
も
五
基
存
在
し
て
い
る
。

第
二
区
の
二
号
墳
や
一
二
号
墳
の
よ
う
な
例
外
も
寄
し
て
は
い
る
が
、
大
部
分
の
古
墳
は
、
斜
面
を
」
形
に
切
り
下
げ
て
構
築
さ
れ
て
い
る

た
め
、
斜
面
の
高
い
と
こ
ろ
が
深
く
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
玄
室
が
設
け
ら
れ
、
切
り
下
げ
の
浅
い
部
分
が
羨
道
と
な
っ
て
い
る
(
第

一
六
図
)
。

第
二
区
の
二
号
噴
や
一
二
号
墳
の
よ
う
に
比
較
的
平
坦
な
場
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
石
室
の
規
模
が
小
さ
い
も
の
は
、

地
山
を
〕
形
に
掘
り
下

げ
て
構
築
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
般
的
に
不
整
形
で
あ
っ
て
、
奥
壁
の
万
が
狭
く
、
次
第
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
お
例
が
多
く
、

③
 

せ
る
平
面
形
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
相
当
数
存
在
し
て
い
る

玄
室
は
、

そ
の
た
め
長
頚
査
の
形
態
を
想
起
さ

(
第
一
七
図
)
。
一
般
に
終
末
期
の
古
墳
の
石
室
は
、

形
態
の
く
ず
れ
が
目
立
ち
尺

度
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
疑
わ
し
め
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
東
十
郎
古
墳
群
の
玄
室
は
比
較
的
に
整
然
と
し
た
構
造
を
有
し
て

い
る
。
長
頚
壷
形
の
石
室
ブ
ラ
シ
な
ど
は
、
石
主
の
築
成
に
当
っ
て
唯
単
な
る
尺
度
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
具
体
的
物
件
の
形
態
を
模
す
る
こ

と
も
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
の
感
を
深
か
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
玄
室
の
奥
行
と
幅
と
の
関
係
は

一
定
せ
ず
、
奥
行
の
長
い
石

室
も
あ
れ
ば
、
幅
の
広
い
も
の
も
あ
る
。
玄
室
は
、
側
壁
を
持
送
っ
て
ド

l
ム
状
に
築
成
さ
れ
て
い
る

(
第
一
八
図
)
。
床
は
、
す
べ
て
敷
石



床
と
な
っ
て
い
る
が
、
肩

平
な
板
石
を
用
い
た
も

の
、
小
石
を
用
い
た
も
の
、

板
石
と
小
石
を
併
用
し
た

も
の
な
ど
各
種
の
例
が
見

ら
れ
る

(
第
一
七
図
)
。

羨
道
も
敷
石
床
と
な
っ
て

い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、

中
に
は
破
壊
さ
れ
て
い
る

た
め
明
ら
か
で
な
い
古
墳

も
存
在
し
て
い
る
。

玄
室
内
に
石
棺
の
存
す

る
も
の
は
な
く
、
枕
石
の

存
在
も
明
ら
か
で
な
い
。

た
だ
、
特
別
区
イ
号
墳
に

屍
床
が
設
け
ら
れ
て
い
る

の
は
、

乙
の
古
墳
群
で
は

安本当・!)~・阜 11111英治第16図地山と石室との関係図

第4区16号墳断面図
0204060 
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200C'm 100 

九

木下之治長頚壷形石室および敷石床

第7区2号墳

第17図



¥¥J己望

200CIII 

益面司

第 3区1号墳の玄室および封土断面図

尾形善郎

異
例
に
属
し
て
い
る

(
第
一
九
図
)
。
副
室
を
有
し
て

10日

第四図

い
る
古
墳
に
あ
っ
て
は
、
前
室
の
幅
は
奥
室
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、

そ
の
奥
行
が
極
め
て
短
か
く
な
っ
て
い

る

(
第
二

O
図
)
。

し
か
し
、
第
五
区
四
号
墳
と
特
別

区
イ
号
墳
の
前
室
は
、
他
と
異
な
っ
て
奥
室
よ
り
幅
が

狭
く
な
っ
て
い
る
。

玄
室
と
羨
道
、

ま
た
は
、
奥
室
と
前
室
と
の
境
に
は

仕
切
石
が
設
け
ら
れ
て
お
り
(
第
一
五
図
、
第
一
七
図

第
一
九
図
)
、
袖
石
は
一
般
に
張
り
出
さ
ず
に
そ
の
ま

ま
羨
道
へ
通
じ
て
い
る

(
第
一
五
図
)
。
側
壁
に
は

③
 

般
的
に
割
石
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

石
室
内
に

鉄
丹
が
塗
布
さ
れ
て
い
る
古
墳
は
一
基
も
存
在
し
て
い

な
い
。
石
材
は
す
べ
て
花
閥
岩
で
あ
っ
て
、

こ
の
地
区
に
も
そ
の
存
在
が
見
ら
れ
る
の
で
、

山
の
石
ぞ
利
用
し
て
築
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
形
の
関
係
が
相
当
に
影
響
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
羨
道
は
一
般
に
羨
門
の
万
へ
傾
斜
し
て
お
り
、
羨
道
の
石
組
は
、
玄
室
と
比
べ
て

組
雑
で
あ
っ
て
、
玄
室
と
同
じ
よ
う
に
基
礎
に
大
石
を
す
え
た
上
に
小
石
を
積
み
上
げ
た
も
の

と
、
小
石
の
み
を
積
み
重
ね
た
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
。
羨
門
は
漏
斗
状
に
ひ
ろ
が
り
、

O 

地し

屍床のあるね別l豆イ日rA者i1981 



か
も
片
側
が
長
く
の
び
て
い
て

(第
二

O
図
)、

左
右
均
斉
の
と
れ
て
い
る
例
は
少
な
い
が
、
-山
出

μ
U
Jμ
訂
以

l
下

L

，
引
刑
川
・
イ
ム
R灯
い
い

斜
し
て
い
る
側
に
あ
る
羨
道
の
側
壁
が
長
く
の
び
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
羨
道
に
天
井
石
が
設
け
ら

刊
一
れ
て
い
る
古
墳
は
、
約
半
数
余
り
に
す
ぎ
な

い
。

川
一
石
室
は
、
一
般
に
羨
道
と
玄
室
の
境
(
副
室
の
あ
る
古
墳
で
は
羨
道
と
前
室
の
境
)

一

①

治
一
と
こ
ろ
に
塊
石
を
積
み
重
ね
て
閉
塞
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
閉
塞
石
の
奥
行
は
、
約

一
米
余
り
で
あ

っ
て
、

山
一
玄
室
内
か
ら
見
る
と
ほ
ぼ
垂
直
に
整
然
と
積
み
重
ね
ら
れ
て

い
る
が
、
裏
側
に
当
る
羨
道
の
と
こ
ろ
で
は

叫一

裏
込
め
石
の
乱
雑
な
積
め
込
み
と
な
っ
て
い
る
o

羨
道
に
天
井
石
が
設
け
ら
れ
て
い
る
第
一
区
五
号
墳

・

て一郎
一
第
五
区
四
号
墳

・
第
六
区
一

号
墳
な
ど
は
、

や
は
り
羨
道
と
玄
室
の
境
で
閉
塞
さ
れ
て

い
た
が
、
第
二
区

世

五
号
墳

・
第
三
区
六
号
墳

・
第
七
区
二
号
墳
な
ど
は
羨
道
の
天
井
石
の
先
端
付
近
で
閉
塞
さ
れ
て
い
た
。

川
一
第
三
区
五
号
墳
は
、
や
は
り
羨
道
と
玄
室
の
境
で
閉
塞
さ
れ
て
い
た
が
、
羨
道
と
玄
室
の
境
の
と
こ
ろ
は

羨一

幅
七

O
糎
余
り
で
高
さ
は
僅
か
五

O
糎
余
り
に
す
ぎ
ず
、

仰

と
い
う
異
例
の
万
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。

に
あ
る
仕
切
石
の

こ
こ
に
方
形
の
板
石
一
箇
を
立
て

て
閉
塞
す
る

乙
の
古
墳
群
で
は
、
羨
道
の
天
井
石
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
羨
道
と
玄
室
の
境
で
閉
塞
し
て
い
る
例

が
多
い
の
で
、
埋
葬
後
大
部
分
の
羨
道
は
埋
め
戻
さ
れ
て
し
ま

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る。

乙
の
古
墳
群
に
包
含
さ
れ
て

い
る
七
八
基
の
古
墳
の
石
室
は
、
す
べ
て
横
穴
式
石
室
で
は
あ
る
が
、
そ

の
石
室
の
大
き
さ
は
実
に
多
様
性
に
富
ん
で
い
る
。
副
室
を
有
す
る

一
三
基
の
規
模
の
大
き
い
古
墳
は
、

第
七

・
四

・
五

・
六

・
特
別
区
の
五
区
に
存
在
し
て
い
て
、

こ
の
古
墳
群
中
で
は
平
地
に
近
い
東
側
に
す



べ
て
位
置
し
て
い
る
。
平
地
か
ら
離
れ
た
西
側
に
あ
る
古
墳
の
規
模
が
小
さ
い
が
、
最
遠
隔
地
の
第
三
区
よ
り
も
第
一
区
と
第
二
区
に
小
古
墳

が
群
集
し
て
い
る
。

こ
の
古
墳
群
で
は
、
封
土
の
大
き
さ
は
石
室
の
大
き
さ
に
大
体
比
例
し
て
い
る
と
見
て
大
過
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

し
か

し
、
石
室
、

と
く
に
羨
道
の
破
壊
が
相
当
に
著
る
し
い
の
で
、
石
室
の
大
き
さ
の
分
類
は
困
難
で
あ
る
が
、

一
応
玄
室
の
大
き
さ
を
規
準
と
し

て
六
つ
に
分
類
し
て
み
た

(
第
二
表
)
。

乙
の
中
で

A
式
と

B
式
に
該
当
す
る
規
模
の
極
め
て
小
さ
い
石
室
は
、
県
内
で
は
ほ
と
ん
ど
ま
ピ
発

見
例
が
な
く
、
異
例
の
存
在
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
c

A
式
の
中
の
第
二
区
の
八
・
九
・

一
八
号
墳
の
三
基
は
、

と
も
に
一
米
四
万
の
こ
の
古
墳
群
で
最
も
小
さ
な
玄
室
で
あ
っ
て

(
第
一
二
図
)
、

羨
道
や
天
井
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
石
室
の
高
さ
は
五

O
糎

J
七
O
糎
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
小

さ
な
自
然
石
を
用
い
て
石
室
を
築
き
、
敷
石
も
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
側
壁
に
は
裏
込
め
の
石
も
な
く
、
全
く
石
室
の
模
型
の
如
、
き
構
造
で
あ

っ
て
、
屍
体
を
安
置
す
る
実
用
に
適
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
わ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

第
四
区
三
号
墳
は
、
封
土
の
直
径
が
一

O
米
余
り
あ
っ
て
、
単
室
墳
と
し
て
は
こ
の
古
墳
群
中
で
最
大
の
部
類
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

玄
室
の
奥
行
が
著
る
し
く
長
く
、
羨
道
は
狭
く
て
短
か
く
徳
利
形
を
呈
し
て
い
る

(
第
二
二
図
)
。

こ
の
よ
う
な
石
室
の
構
造
は
、

こ
の
古
墳

群
に
は
他
に
例
の
な
い
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
。

〔
註
〕
①

石
I
M
が
南
北
の
方
向
を
と
っ
て
い
な
い
の
は
、
次
の
五
訴
で
あ
る
。

第
二
区
七
号
墳
、
東
西
の
方
向
で
東
に
関
口
。

知
二
区
一
目
ほ
墳
、
間
南
J
東
北
の
方
向
で
、
西
南
に
山
口
。

第
四
区
一

一
サ
境
、
東
南
J
西
北
の
方
向
で
、
東
南
に
開
口
。

第
五
区
間
川
づ
樹
、
東
西
の
方
向
で
西
に
開
口
。

mJハ一区
Jハな
崎
、
東
南
J
西
北
の
方
向
で
、
束
十
附
に
開
口
。

行
本
の
Y
川
形
が
民
剛
山
tm形
を
却
し
て
い
る
古
墳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
前
lh
の
存
泊
を
無
視
し
た
場
合
に
は
一叫ん十
一を
有
す
る
古
墳
の
大
部
分
は
乙
の
形

6 



式
に
合
ま
れ
る
。

第
二
区
11
1
三
サ
墳
。
第
三
区
l
i
t
-
H
ぢ
墳
・
二
号
墳
・
三
号
墳
・
六
号
墳
・
九
号
墳
。
第
凶
区
l

li四
サ
墳
・
九
号
境
・
一
五
分
墳
・
一
六
号
墳
。

第
五
区
||
1
四
号
墳
。
第
六
区
|
|
一
号
墳
・
三
号
墳
・
凹
号
墳
・
」
ハ
科
コ
墳
・
七
号
墳
。
第
七
区
|
|
一
号
墳
・
二
号
墳
二
二
号
墳
・
四
汚
墳
・
五
日

墳
・
J

ハ
号
墳
。

第
四
区
九
匂
墳
に
は
、
特
に
多
く
の
割
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

ζ

の
古
墳
の
実
測
に
当
っ
て
い
た
松
限
嵩
調
査
員
は
、
奥
山
会
と
前
議
と
の
聞
に
あ
る
両
側

の
袖
石
が
、
一
箇
の
石
を
二
つ
に
割
っ
て
使
用
し
て
い
る
乙
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

一一夜道
と
玄
室
ま
た
は
前
申告
一と
羨
道
の
境
で
閉
，
選
さ
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
古
墳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
区
|
|
三

μコ
墳
・
四
号
墳
・
五
号
墳
・
ム
ハ
号
墳
・
七
号
墳
・
八
号
墳
。
第
二
区
|
|
二
号
墳
・
四
号
墳
・
六
ワ
墳
・
一
五
日
V
墳
・
一
九
サ
域
。

第
三
区
|
|
二
号
境
・
五
号
墳
。
第
四
区
|
|
二
号
墳
・
九
号
墳
。
第
五
区
|
|
一
号
墳
・
四
号
墳
。
第
六
区
|
|
一
号
墳
・
七
号
墳
・
一

O
号
墳
。

第
七
区
||
二
れ
品
。

③ ① 
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①須恵器蓋(伏置)
②須恵器郎(仰置)
③須恵器杯と蓋(蓋をかぶせる)
④須恵器平気と杯(杯をかぶせる)
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伺

羨

道

前

の

遺

構

①
 

羨
道
前
の
主
な
遺
構
と
し
て
は
、
配
石
遺
構
と
黒
色
土
層
の
二
つ
が
あ
る
。
配
石
は
、
羨
道
前
に
多
数
の
小
石
が
無
雑
作
の
よ
う
に
置
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
重
な
り
合
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
大
体
断
続
的
に
配
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(
第
二
四
図
)
。
石
室
の
主
軸
の
線
と

斜
め
に
交
叉
す
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

一
定
し
た
規
準
も
見
出
さ
れ
な
い
し
、

ま
た
、

ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る

か
も
判
明
し
な
い
。

こ
の
配
石
は
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い
古
墳
に
設
け
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
配
石
の
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
黒
色
土
層
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、

②
 

黒
色
土
層
は
、
草
木
灰
の
堆
積
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
明
ら
か
で
な
く
、

土
器
片
の
包
含
層
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
古
墳
群
地
帯
の
地
層
が
一
般
に
黄
褐
色

を
呈
し
て
い
る
た
め
、
注
目
を
ひ
き
や
す
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
黒
色
土
層
は
、
基
盤
層
の
上
に
の
っ
て
お
り
、
羨
道
前
に
あ
る
古
墳

も
あ
れ
ば
、
羨
道
の
中
間
位
の
と
こ
ろ
か
ら
羨
道
前
に
及
ん
で
い
る
の
も
あ
っ
て
、

そ
の
位
置
は
一
定
し
て
い
な
い
。

こ
の
層
の
範
囲
も
厚
さ

も
古
墳
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
が
、
厚
さ
が

一
米
余
り
に
及
ん
で
い
る
の
も
あ
る
。

こ
の
黒
色
土
層
も
、
配
石
遺
構
と
同
じ
よ
う
に
比
較
的
規
模
の
大
き
い
古
墳
に
の
み
そ
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
、

こ
の
層
中
に
は
土
器

片
を
包
含
し
て
い
る
例
が
多
い
。

こ
の
黒
色
土
層
が
草
木
灰
で
あ
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
討
に
ま
つ
と
し
て
も
、

こ
の
層
中
か
ら
故
意
に
破

砕
し
た
ら
し
い
土
器
片
が
出
土
す
る
と
い
う
事
実
と
相
侯
っ
て
、

埋
葬
時
に
お
け
る
何
等
か
の
儀
礼
の
存
在
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

⑨ 

配
石
遺
凶
仰
が
存
在
し
て
い
る
古
墳
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
区
|

1
五
号
境

・
八
号
墳
。
第
三
区
|

!
六
号
墳
。
第
四
区
ー
ー
ー
一

口
語

・
凹
号
墳

・
六
号
墳
・
七
号
墳
。
第
五
区

|
|
一
号
岐
・

二
号
墳
・

五

号
墳
。
第
六
区
|
|
一

号
墳
。
第
七
区
1
1
1
二
F
J墳。

黒
色
十
一層
が
存
在
し
て
い
る
古
墳
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
区
|
l
五
号
境
-

L

ハ
号
墳
・
八
号
墳
。
第
二
区
l
|
二
号
墳
。
第
三
区
|l

一
号
墳
・
二
号
墳
・
六
号
墳
。
第
四
区
|
|
一
号
墳
・
一
一
号
墳
・
三

日
墳
・
四
号
墳
・
J

ハ
ロ勺
境
・
九
号
墳
・

二

号

墳
。
第
五
区
||

一
号
境
・
二
号
場
・
四
号
墳。

第
六
区
|
|一

号
墳
・

三
り
摘
・
六
号
墳
。
第
七
区

l
i
二
号
墳
・
三
号
墳
。
特
別
区
|
|
イ
号
・
ロ
号
。

〔
註
〕
①

四
七
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四

遺

物

調
査
を
実
施
し
た
七
八
基
の
古
墳
の
中
、
盗
掘
を
免
れ
て
い
た
の
は
僅
か
二
二
基
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

し
か
も
盗
掘
を
免
か
れ
て
い
た
古
墳

は
、
人
の
注
意
を
ひ
か
な
い
封
土
や
石
室
の
規
模
が
小
さ
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
調
査
し
た
古
墳
の
数
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
遺
物

の
数
は
少
な
く
、
土
器
以
外
は
ほ
と
ん
ど
見
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ

た
。

土
器
は
、
完
全
品
と
復
原
し
た
も
の
と
合
せ
て
四
三
五
箇
で
あ
る
が
、
未
整
理
の
破
片
は
相
当
多
数
に
及
ん
で
い
る
。
土
器
以
外
で
は
、
装

身
具
の
耳
環
や
玉
類
、
鉄
器
類
に
砥
石
な
ど
が
若
干
発
見
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
土
器
は
、
玄
室
・
羨
道
・
羨
道
前
・
羨
道
近
く
の
封
土

中
の
四
カ
所
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
盗
掘
墳
に
あ
っ
て
は
玄
室
内
に
遺
存
し
て
い

る
の

は
稀
で
あ
る
。

装
身
具
類
は
、
す
べ
て
盗
掘
墳
の

玄
室
内
か
ら
の
発
見
で
あ
る
た
め
、
当
初
の
位
置
や
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
鉄
器
類
は
、
玄
室

・
羨
道

・
羨
道
前
な
ど
か
ら
発
見
さ
れ

て
お
り
、
砥
石
は
ほ
と
ん
ど
羨
道
内
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

未
盗
掘
墳
か
ら
の
出
土
遺
物
を
見
る
と
、
第
五
区
の
六
号
墳
か
ら
鉄
鉱
と
と
も
に
、
耳
環
二
簡
が
発
見
さ
れ
た
の
は
異
例
で
あ
り
、
他
の
二

①
 

基
か
ら
鉄
器
片
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
、
残
り
の
一

O
基
か
ら
は
す
べ
て
土
器
類
の
み
が
出
土
し
て
い
る
。

乙
の
未
盗
掘
墳
は
、
玄
室
分
類

表
(
第
二
表
)

に
よ
る
と
、

D
式
の
も
の
が
二
基
で
他
は
す
べ
て

A
・
B
-
C
の
三
式
で
あ
っ
て
、
極
め
て
規
模
の
小
さ

い
古
墳
で
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
見
て
、
規
模
の
小
さ
い
古
墳
に
は
土
器
以
外
は
ほ
と
ん
ど
副
葬
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

未
盗
掘
墳
に
お
い
て
は
、

土
器
類
は
玄
室
内
の
袖
石
に
近
い
一
隅
ま
た
は
両
隅
に
お
か
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
っ
て
(
第
二
五
、
二
六
図
)
、

土
器
を
並
べ
て
お
い
て
あ
る
と
い
う
よ
り
も
一
カ
所
に
集
積
し
た
よ
う
な
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
床
や
高
探
な
ど
の
蓋
は
、

か
ぶ
せ
で
あ
る
も

の
も
あ
り
、
別
々
に
は
な
し
て
お
い
で
あ
る
の
も
あ
り
蓋
を
逆
さ
に
し
て
か
ぶ
せ
で
あ
る
の
も
あ
り
、

ま
た
探
と
蓋
の
数
が
違
っ
て
い
る
の
も
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五
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あ
っ
て
、
置
き
万
に
は
一
定
し
た
基
準
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

盗
掘
さ
れ
た
古
墳
は
、

一
般
的
に
玄
室
内
だ
け
が
盗
掘
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
羨
道
や
羨
道
前
な
ど
は
埋
没
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

て
、
多
く
は
原
形
を
保
っ
て
い
た
。
盗
掘
墳
の
玄
室
内
か
ら
も
土
器
の
破
片
は
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
主
と
し
て
羨
道
や
羨
道
前
か

ら
土
器
類
は
発
見
さ
れ
て
い
る
。
第
四
区
一
六
号
墳
や
第
六
区
四
号
墳
で
は
、
羨
道
の
側
壁
に
接
し
て
積
み
重
ね
た
よ
う
に
し
て
土
器
が
お
か

れ
て
い
た
が
、
羨
道
か
ら
の
土
器
の
出
土
は
余
り
多
い
と
は
い
え
な
い
。

土
器
が
最
も
多
く
発
見
さ
れ
る
の
は
、
羨
道
前
や
羨
道
に
接
し
た
封
土
端
か
ら
で
あ
っ
て
、
羨
道
前
あ
た
り
に
脊
在
し
て
い
る
黒
色
土
層
中

に
は
特
に
そ
の
包
含
率
が
高
い
。

こ
の
黒
色
土
屑
中
の
土
器
の
う
ち
に
は
、
細
片
と
な
り
、

し
か
も
一
筒
体
分
の
土
器
片
が
相
当
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
散
在
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
故
意
に
破
砕
し
遺
棄
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
羨
道
に
接
し
た
封
土
端
付

近
の
黒
色
土
層
中
に
土
器
を
埋
置
し
て
い
た
主
な
古
墳
は
(
第
二
七
図
)
、
第
五
区
の
四
号
墳
・
第
七
区
の
二
号
墳
・
特
別
区
の
イ
号
墳
お
よ
び

ロ
号
墳
な
ど
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
に
は
並
置
し
て
い
た
ら
し
い
形
跡
も
認
め
ら
れ
る
。
特
に
特
別
区
イ
号
墳
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
非
常
に
多

く
、
羨
道
前
に
黒
色
土
層
が
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
存
在
し
て
い
た
が
、

こ
の
屑
中
に
二
層
に
な
っ
て
土
器
片
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。

こ
の

黒
色
土
層
は
、
玄
室
に
向
か
っ
て
左
側
へ
の
び
て
い
る
が
、

こ
の
黒
色
土
層
よ
り
も
羨
道
に
近
く
、
封
土
の
末
端
に
近
い
と
思
わ
れ
る
地
点

に
、
約
一

O
筒
余
り
の
須
恵
器
護
が
五
米
四

O
糎
の
範
囲
に
ほ
ぼ
一
線
に
埋
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
輩
列
の
聞
に
も
各
種
の
土
器
が
お
か
れ
て

、
，
』
、
、
山
川
、

P
U
今

J
ふ
ん

こ
の
輩
列
よ
り
約
六

O
糎
羨
道
に
寄
っ
た
地
点
に
、
高
掠
そ
の
他
の
土
器
が
ほ
ぼ
斐
列
に
平
行
し
て
埋
置
さ
れ
て
い
た
。

須
恵
器
査
は
、
特
別
区
イ
号
墳
か
ら
一

O
筒
余
り
出
土
し
て
い
る
他
、
第
五
区
四
号
墳
の
羨
道
前
黒
色
土
層
中
か
ら
五
箇
体
分
余
り
、
第
一

区
六
号
墳
の
羨
道
前
黒
色
土
層
中
か
ら
一
筒
体
分
、

ま
た
、
第
一
区
五
号
墳
の
羨
道
の
天
井
石
の
端
に
近
い
封
土
中
か
ら
ほ
ぼ
完
全
に
近
い
形

で
一
箇
体
分
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
須
恵
器
査
は
、
多
く
の
古
墳
か
ら
破
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、
体
を
な
す
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
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五

ま
た
、
未
盗
掘
墳
か
ら
も
僅
か
二
、

ニ
簡
の
破
片
ピ
け
の
出
土
を
見
て
い
る
例
が
多
い
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
盗
掘
墳
か
ら
の
出
土
で
あ
っ
て
、

①
 

そ
こ
で
、
羨
道
そ
の
他
未
撹
乱
場
所
か
ら
出
土
し
た
一
部
の
も
の
を
除
く
と
、

会
し
め
て
い
る
。

土
器
以
外
の
遺
物
は
、

盗
掘
時
に
見
落
さ
れ
て
残
っ
て
い
た
も
の
が
そ
の
大
部
分

原
位
置
は
明
ら
か
で
な
く
、

H
U】

E
r
:
ーし

'

e

}

百
問
調
到

q
C
L
Z
ナ
h
-
t

の
の
全
貌
を
知
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
ム
な
こ
と
で
あ
る
。

〔
註
〕
①③ 

氷
山
山
山
制
古
墳
か
ら
の
山
土
遺
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
区
ニ
サ
墳

(
A
式
古
墳

)
1
i須
恵
器
杯
(
身
凹
箇
・
荒
三
箇
)
。

第
一
区
七
サ
墳

(
C
式
古
墳

)
1
i須
恵
様
杯
(
凡
夫
箇
・
蓋
五
箇
)
・
日
奇
心
器
三
主
恒
(
蓋
付
)
一
筒
・
須
恵
探
畑
一
筒
。

第
二
区
二
古
墳

(
D
式
古
墳

)
1
i須
恵
器
杯
(
身
一
箇
・
蓋
二
箇
)
・
須
志
保
双

I
蛍
(
遊
付
)
一
箇
・
傍
若
欽
得
。

第
二
区
五
号
墳

(
C
式
古
墳

)
1
i須
恵
器
界
(
身
四
箇
・
事
ハ
儲
)
・
浜
市
寝
採
三
筒
・
須
志
保
主
主
一
箇
・
害
程
破
片
・
鉄
総
片
。

第
二
区
九
日
墳

(
A
式
古
墳
)
|l
須
恵
器
長
鎖
盛
一
箇
。

第
二
区
一
四
日
づ
墳

(
A
式
十
日
怠

)
1
i須
恵
器
杯
(
身
三
箇
・
議
二
箇
)
・
須
恵
球
破
片
。

第
二
区

一
七
日
乃
墳

(
C
式
古
墳
)
|
l
須
忠
器
杯
(
身
五
箇
・
蓋
三
筒
)
・
須
古
川
叩
街
地
一
筒
。

第
二
区
一
八
日
づ
境

(
A
式
市
埼
)
|
|
須
恵
器
杯
(
身
三
箇
・
荒
二
箇
)
・
須
恵
器
平
交

一
筒
・
土
器
破
片
。

第
二
区
二

O
ぢ
墳

(
C
式
古
墳
)
|
i
須
恵
搭
杯
(
身
四
箇
・
蓋
二
箇
)
・
須
忠
総
半
金
一
箇
・
土
師
器
杯
一
位
向
。

第
三
区
五
日
乃
墳

(
C
式
古
墳
)
|
|
須
恵
器
杯
(
身
三
箇
・
蓋
二
筒
)
。

第
五
区
J

ハ
サ
墳

(
D
式
古
墳
)

|
|
須
忠
器
杯

(
身
二
筒

・
蓋

一
箇
)

・
須
恵
山
市
均
一
筒

・
須
恵
総
長
類
鑑
一
筒

・
欽
級

・
耳
環
二
筒
。

第
六
区
五

号
墳

(
C
式
古
墳

)
1i須
恵
器
杯
(
身
凹
箇

・
蓋
凶
筒
)

・
須
忠
器
民
知
鋭
一
筒
・
須
忠
然
破
片
。

第
六
区
一

O
号
墳

(
B
式
古
墳

)
l
i須
恵
球
不
(
身
三
筒
・
蓋
二
筒
)
。

山山山
州
墳
の
玄
案
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
原
位
置
を
保
っ

て
い
た
と
抑
定
さ
れ
る
も
の
は
、
惚
め
て
少
な
い
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
六
区
四
号
墳
!
i!
前
安
か
ら
須
恵
器
の
護
二
箇
と
平
金
一
筒
、
鉄
線
数
本
。

第
五
区
凹
日
墳
1
l
胤
〈
ム
一
去
の
袖
石
に
践
し
た
付
近
か
ら
鉄
鉱
数
本
。

特
別
区
ロ
号
墳
1

1

1

前
安
か
ら
げ
J

同
パ
お
よ
び
欽
。



ト)

土

器

こ
の
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
代
表
的
な
も
の
が
土
器
で
あ
っ
て
、

そ
の
数
は
相
当
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
土
器
は
須
恵
器
と
土
師

器
の
二
種
類
で
あ
る
が
、
須
恵
器
の
万
が
多
く
、

そ
の
主
流
を
し
め
て
い
る
。

出
土
し
た
土
器
の
過
半
数
は
拡
・
で
あ
っ
て
、
杯
以
外
で
は
長
頚
壷
や
平
全
・
疎
・
高
床
な
ど
が
若
干
出
土
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、

そ
の
他
の

土
器
は
全
く
数
が
少
な
い
。
須
恵
器
斐
は
、
復
原
可
能
な
大
形
の
も
の
が
十
数
筒
体
分
出
土
し
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
胴
径
七
五
糎
余
り
の

大
形
の
も
の
や
、
赤
褐
色
ま
た
は
白
色
を
呈
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
変
佑
に
寓
ん
で
い
る
。

5
と
な
り
、
高
台
の
つ
い
た
不
が
多
い
。
掠
の
蓋
は
、

探
の
身
は
、
平
底
の
も
の
と
、
高
台
の
つ
い
た
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
が
、
そ
の
概
数
の
比
を
と
っ
て
み
る
と
、
高
台
付

8
に
対
し
て
平
底

つ
ま
み
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、
つ
ま
み
の
あ
る
万
の
数
が
多
い
。
須

恵
器
の
高
不
に
は

一
般
的
で
あ
る
脚
部
に
透
彫
の
あ
る
も
の
の
出
土
は
極
め
て
そ
の
数
が
少
な
く
、

し
か
も
、

そ
れ
を
埋
置
し
で
あ
っ
た
古
墳

は
、
第
五
区
の
四
号
墳
と
特
別
区
の
イ
号
墳
の
二
基
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

乙
の
古
墳
群
出
土
の
土
器
に
は
、
装
飾
性
を
持
っ
た
も
の
が
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
土
師
器
に
は
丹
塗
ま
た
は
漆
塗
な
ど
の
高
掠
や
地
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
丹
や
漆
を
施
し
た
土
器
は
、
装

飾
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、

呪
術
性
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
か
検
討
の
要
が
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

乙
の
古
墳
群
出
土
の
土
器
は
、
採
に
し
て
も
高
原
に
し
て
も
古
墳
出
土
の
土
器
と
し
て
は
極
め
て
時
代
の
下
降
し
た
形
式
の
も
の
で
あ
る

が
、
古
墳
出
土
の
土
器
と
し
て
は
全
く
異
例
に
属
す
る
三
耳
壷
や
双
耳
壷
(
第
三

0
・
コ
二
・
三
二
図
)
、

あ
る
い
は
糸
切
底
を
も
っ
た
掠

(第

二
八
図
)

な
ど
の
出
土
は
、

こ
の
古
墳
群
の
築
成
年
代
を
考
察
す
る
上
か
ら
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

特
別
区
イ
号
墳
出
土
の
須
恵
器
及
び
土
師
器
の
中
に
は
、

一
対
と
し
て
埋
置
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
高
掠
そ
の
他
の
一
群
が
あ

り
、
須
恵
器
護
の
破
片
が
未
盗
掘
墳
に
あ
っ
て
も
数
片
づ
っ
出
土
す
る
例
が
多
く
、

一
筒
体
の
・
護
を
粉
砕
し
て
諸
処
の
古
墳
に
分
納
し
た
も
の

五



五
四

カ〉

あ
る
い
は
運
搬
の
労
を
省
く
た
め
に
破
片
の
み
を
埋
置
し
て

一
簡
を
納
め
る
意
味
を
含
め
た
の
か
、
土
器
に
つ
い
て
考
究
す
べ
き
問
題
は

一
般
に
窯
印
と
称
さ
れ
て
い
る
須
恵
器
の
へ
ら
描
文
様

こ
れ
ら
の
検
討
を
要
す
る
多
く
の
問
題
の

一
つ
に
、

極
め
て
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

糸切底拓影第 28図

が
あ
る
。

乙
の
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
文
様
と
他
の
古
墳
出
土
の

(第4区9号墳出土の杯)

土
器
文
様
と
の
比
較
な
ど
は
一
応
お
い
て
も
、

乙
の
古
墳
群
内
に
お
け
る

古
墳
相
互
の
関
係
を
知
る
一
つ
の
万
途
と
し
て
集
成
し
て
お
く
必
要
を
感

じ
た
が
、
数
多
い
破
片
ま
で
手
が
及
ぱ
ず
遂
に
不
完
全
の
ま
ま
で
終
っ
た

(
第
四
表
・
第
二
九
図
)
。
そ
の
た
め
各
文
様
に
該
当
す
る
古
墳
数
が
少

な
く
、
所
期
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
文
様
の

中
に
も
考
究
す
べ
き
多
く
の
謎
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
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-'-
ノ¥

(コ

そ

の

他

の

遺

物

土
器
類
を
除
い
た
出
土
遺
物
は
、
鉄
器
類
・
装
身
具
・
砥
石
の
三
種
で
あ
り
、
他
に
人
骨
が
あ
る
。
装
身
具
は
、
身
に
着
け
る
性
質
の
も
の

で
あ
る
か
ら
玄
室
外
か
ら
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
し
、
鉄
器
類
も
玄
室
内
に
そ
の
多
く
は
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
盗
掘
墳
が
大
部
分

を
し
め
て
お
り
、

し
か
も
規
模
の
小
さ
い
古
墳
に
は
土
器
以
外
副
葬
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
の
古
墳
群
か
ら
は
、

乙
れ
ら
の
出
土
品
は
極
め
て

少
な
か
っ
た
。

鉄
器
類
(
第
五
表
)
は

一
部
羨
道
や
羨
道
前
か
ら
も
出
土
し
た
が
、

そ
の
数
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
古
墳
か
ら
の
出
土
遺
物
と
し
て

は
通
例
と
な
っ
て
い
る
万
剣
類
が
皆
無
に
ひ
と
し
く
、

僅
か
に
そ
の
残
片
が
発
見
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
武
具
類
と
し
て
は
、
鉄
鉱
と
刀

子
が
そ
の
す
べ
て
で
あ
り
、

ま
た
、
鉄
器
類
と
し
て
は
最
も
多
か
っ
た
が
、

乙
れ
は
他
の
古
墳
と
相
通
じ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
馬
具
も
出
土

し
た
の
は
僅
か
で
あ
っ
た
が
、
中
に
金
銅
張
り
や
銀
張
り
の
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
数
少
な
い
鉄
器
類
の
中
で
、
最
も
注
目

①

・

さ
れ
る
の
は
、
農
工
具
で
あ
っ
て
、
有
柄
鎌
・
鋲
・
た
が
ね
・
あ
て
び
し
等
は
、
古
墳
出
土
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
例
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

有
柄
鎌
は
第
一
区
八
号
墳
の
玄
室
と
羨
道
の
聞
に
設
け
ら
れ
て
い
た
閉
塞
石
中
か
ら
、
鉄
は
特
別
区
ロ
号
墳
の
撹
乱
さ
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
な

た
が
ね
と
あ
て
び
し
は
特
別
区
イ
号
墳
の
全
然
盗
掘
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
羨
道
部

い
前
室
部
か
ら
馬
具
等
と
と
も
に
発
見
さ
れ
て
お
り
、

の
埋
没
土
砂
の
下
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

装
身
具
の
出
土
は
、
極
め
て
少
な
く

(
第
六
表
)
、

こ
の
古
墳
群
の
盗
掘
が
徹
底
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
玉

類
と
耳
環
、

そ
れ
に
た
に
一
簡
で
あ
る
が
銅
釧
が
出
土
し
て
お
り
、

玉
類
の
中
に
土
製
勾
玉
や
土
製
練
玉
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ

る

③
 

鉄
器
類
や
装
身
具
の
他
に
四
簡
の
砥
石
が
出
土
し
て
い
る
が
、

こ
の
砥
石
は
相
当
に
使
用
さ
れ
た
後
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、

一
簡
を



法
と
の
二
つ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

除
き
磨
滅
の
度
が
著
る
し
い
。
砥
石
は
今
日
と
同
じ
よ
う
に
、
利
器
を
砥
石
に
当
て
て
砥
ぐ
方
法
と
、

こ
の

ハ品種
基u 類

にの
す砥
ぎ石
なが
か発
つ見
たさ
がれ
、て

る

埋
葬
遺
体
が
遺
存
し
て
い
た
古
墳
は
、

反
対
に
利
器
に
砥
石
を
当
て
て
砥
ぐ
方

乙
の
中
未
盗
掘
古
墳
が
一
基
含
ま
れ
て
い
る
。

未
盗
掘
墳
の

遺
体
の
保
存
状
況
は
極
め
て
悪
く
、

し
か
し
、

他
の
盗
掘
墳
の
遺
体
は
全
く
小
片
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
未
盗
掘
墳
の
中
の

A
式
ま
た
は

B
式
に
属
す
る
最

小
規
模
の
古
墳
か
ら
は
遺
体
ら
し
い
も
の
は
何
も
発
見
す
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

特
別
区
ロ
サ
墳
山
土
の
鉄
に
つ
い
て
は
、
乙
れ
は
ヤ
ッ
ト
コ
で
あ
る
と
の
指
示
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鳥
栖
工
業
山
同
校
の
大
限
恰
究
孔
は
、
ヤ
ッ
ト
コ
は
刃
が

交
叉
し
な
い
も
の
を
い
う
が
、
乙
れ
は
刃
が
交
叉
し
て
い
る
か
ら
鉄
と
い
う
べ
き
で
あ
る
、
と
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
そ
の
説
に
従
っ
た
。

砥
石
は
、
第
二
区
一
三
川
勺
墳
か
ら
一
筒
、
特
別
区
イ
号
墳
か
ら
二
箇
、
特
別
区
ロ
り
墳
か
ら
一
筒
山
土
し
て
い
る
。

人
間
山
け
は
、
節
目
区
の
三
号
墳
・
九
門
戸
J

墳
・
一
九
ハ
サ
境
の
三
妹
、
第
六
区
の
五
号
墳
・
八
円ザ
噴
の
二
以
及
び
特
別
ば
の
イ
ワ
岐
の
1

ハ
以
か
ら
先
見
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
中
で

C
式
に
附
す
る
第
六
区
五
日
ヴ
域
打
け
が
米
従
州
地
で
あ
る
。

〔
註
〕
①①③  
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五、

考

察

東
十
郎
古
墳
群
の
あ
る
鳥
栖
市
周
辺
に
は
、
今
日
な
お
大
小
数
多
く
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
て
、

一
大
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
る
が
、

そ
の

大
多
数
は
す
で
に
盗
掘
さ
れ
て
そ
の
残
骸
を
と
ど
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
地
区
の
古
墳
に
つ
い
て
の
報
告
書
は

皆
無
に
ひ
と
し
く
、

し
か
も
正
確
な
分
布
図
も
作
成
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
っ
て
、
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
課
題
が
極
め
て
多
い
こ
と
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
。

東
十
郎
古
墳
群
七
八
基
の
中
で
、
第
五
区
四
号
墳
と
特
別
区
イ
号
墳
は
、
古
墳
の
築
成
さ
れ
て
い
る
位
置
や
規
模
・
構
造
お
よ
び
出
土
遺
物

等
他
の
古
墳
と
著
る
し
く
異
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、

他
の
古
墳
と
は
そ
の
築
成
年
代
を
異
に
し
、
他
よ
り
も
時
代
が
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
二
基
の
古
墳
は
、
石
室
の
構
造
や
遺
物
等
よ
り
見
て
、
古
墳
時
代
後
期
の
特
色
を
具
備
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
あ
や
ま
り
な

い
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
二
基
を
除
く
他
の
古
墳
に
あ
っ
て
は
、
石
室
の
構
造
そ
の
も
の
に
も
末
期
的
症
状
が
濃
厚
に
感
じ
ら
れ
る

が
、
特
に
第
一
区
お
よ
び
第
二
区
を
中
心
と
す
る
小
規
模
の
石
室
墳
は
県
内
で
は
ま
ピ
類
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
特
色
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

一
米
四
万
前
後
の
石
室
が
果
し
て
屍
体
を
安
置
す
る
機
能
を
発
揮
し
て
い
た
か
ど
う
か
疑
問
に
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
耳
壷
・

(b
 

双
耳
壷
ま
た
は
糸
切
底
を
有
す
る
杯
宇
佐
始
め
と
す
る
時
代
の
下
降
し
た
土
器
類
、
古
墳
出
土
と
し
て
は
類
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
有
柄
鎌
や
鋲

こ
れ
ら
の
出
土
品
に
よ
っ
て
こ
の
古
墳
詳
は
、
古
墳
時
代
が
既
に
終
っ
た
奈
良
時
代
を
中
心
と
す
る
時
期
に
築
成
さ
れ
た
も

③
 

の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
大
化
改
新
の
際
に
発
せ
ら
れ
た
薄
葬
令
に
よ
っ
て
、
古
墳
を
築
成
す
る
よ
う
な
厚
葬
の
風
は
禁
ぜ
ら
れ
、
一
万

九
釈
の
浸
透
に
よ
っ
て
火
葬
が
普
及
し
、
古
墳
の
築
成
は
次
第
に
消
滅
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
o

し
か
る
に
、
太
宰
府
へ
通
ず
る
古

な
ど
の
鉄
製
品
、

代
官
道
の
至
近
の
地
に
、
奈
良
時
代
ま
で
古
墳
築
成
の
余
風
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
十
分
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ

」ハ七
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円
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乙
の

一
米
四
万
に
す
ぎ
な
い
小
規
模
の
石
室
が
、
果
し
て
石
室
の
名
に
値
い
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
一
考
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
果
し
て

屍
体
の
直
接
埋
置
の
用
に
供
さ
れ
た
も
の
か
、

あ
る
い
は
奈
良
時
代
の
蔵
骨
器
に
類
す
る
土
器
の
出
土
か
ら
考
え
て
蔵
骨
器
の
埋
蔵
施
設
と
し

て
用
い
ら
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
遺
体
そ
の
他
結
論
づ
け
る
資
料
の
検
出
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
古
墳
群
は
、
六
つ
の
小
正
陵
に
わ
た
っ
て
築
成
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
六
正
陵
八
地
区
の
古
墳
の
築
成
年
代
に
大
き
い
距
た
り
が
あ
っ

た
と
は
認
め
が
た
い
。

し
か
る
に
、
各
地
区
聞
に
古
墳
の
規
模
を
始
め
、
盗
掘
墳
で
あ
る
た
め
確
実
性
を
欠
く
が
装
身
具
の
出
土
の
有
無
そ
の

他
相
当
の
相
違
が
存
し
て
い
る
。
築
成
年
代
の
相
違
が
認
め
が
た
い
と
す
れ
ば
、
各
地
区
聞
に
お
け
る
古
墳
築
成
の
た
め
の
石
材
運
搬
の
難
易

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
小
児
と
成
人
、

ま
た
は
貧
者
と
富
者
等
の
年
齢
や
社
会
的
地
位
に
よ
っ
て
墓
域
が
一
定
し
て
い
た
の
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
最
西
端
に
位
置
す
る
第
三
区
な
ど
は
当
時
の
緊
落
か
ら
相
当
遠
距
離
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
も
っ
と
近
接
し
た
場
所
に
僅
か
七
基
位
を
築
成
す
る
余
地
が
な
い
と
は
思
わ
れ
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
乙
の
不
便
な
と
こ
ろ
に
築
成
さ

れ
た
理
由
は
一
応
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

時
代
は
少
し
降
る
が
、
平
安
時
代
の
延
暦
三
年
(
七
八
四
)

に
は
、
国
司
が
広
い
林
野
を
占
め
、

王
臣
家
・
諸
司
・
寺
家
等
が
山
林
を
兼
併

す
る
こ
と
を
禁
じ
て
お
り
、
延
暦
一
七
年
(
七
九
八
)
に
は
、
王
臣
家
及
び
寺
家
の
所
有
す
る
山
野
や
薮
沢
は
、
之
を
悉
く
収
公
し
て
い
る
の

①
 

で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
を
遡
る
奈
良
時
代
に
も
既
に
山
野
や
薮
沢
の
私
有
化
が
行
わ
れ
、

こ
の
山
野
・
薮
沢
の
私
有
化
は
、

ひ
い
て
は
墓
域
の

占
有
化
と
な
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
感
を
深
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、

こ
の
古
墳
群
に
つ
い
て
は
、
考
察
す
べ
き
点
が
多
い
が
、
報
告
書
の
出
版
を
急
い
だ
た
め
そ
の
検
討
は
す
べ
て
後
日
を
期
す
こ
と
に

し
た
。
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双
耳
壷
は
、
山
川
間
(
円
器
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
大
阪
府
地
生
町
や
奈
良
市
西
安
寺
な
ど
の
火
葬
墓
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
古
頃
川
の
築
山
以
さ
れ
た
災
年
代
を
知
る
に
た
る
資
料
は
、
調
査
に
よ
っ
て
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
乙
の
古
慣
例
川
の
編
年
に
つ
い
て
は
、
九
州

大
学
文
字
郎
鋭
山
猛
教
授
の
指
導
を
叉
け
た
。

佐
賀
県
に
お
け
る
火
葬
に
つ
い
て
は
、
松
M
ほ
禎
作

「来
肥
前
川
土
奈
良
時
代
乃
支
V
T
安
初
期
市
川
用
内
総
に
つ
い
て
」

あ
る
。

続
日
本
紀
に
よ
る
。

③ ① 

(佐
賀
県
文
化
財
制
査
報
告
書
第
三
輯
)
が
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J
J
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